地球 要 A 



海 野 十一 



怪 放送 —— お化け 地球 事件と は？ 

西暦 一 九 七 〇 年の夏 —— 

折から 私 は、 助手の オルガ 姫 を つれて、 絶海の 孤 i 

クロ クロ 島に いた。 

クロ クロ 島 — というの は、 いくら 地図 を さがして 

も、 決して 見つからない であろう。 

クロ クロ 島の 名 を 知っている 者 は、 この 広い 世界中 

に、 まず 五 人と いないであろう。 クロ クロ 島 は、 その 

当時、 西 紙 三十 三度、 南緯 三十 一度のと ころに、 静か 



「あ ッ、 大変、 大変よ」 

疳高い 叫び声と 同時に オルガ 姫 は、 とぶ ように 蚯け 

てきた。 

「どうした、 オルガ 姫！」 

「怪 放送が きこえて いますの よ。 六 万 MC のと ころな 

んで すの」 

りゅラ ちょう 

姫 は 流暢な 日本語で、 早口に 喋る。 

さ こ 

「六 万 Mc、 すると この間 も、 ちょっと 聴え た怪 放送 

だね。 —— 録音 器 は、 廻って いるだろう ね」 

「ええ、 始めから 廻って います」 

「ああ、 よろしい。 では、 五分 ほどた つて、 そっちへ 



いく」 

姫 は、 にっこりと うなずいて、 地下室へ つづく 階段 

の 下り 口の 方へ、 戻って いった。 

六 万 MC の怪 放送！ 

この 怪 放送 をう まく とらえた の は、 これで 二度目 だ。 

めもりばん 

前回 は、 惜しく も 目盛 盤 を 合わせて いるう ちに、 消え 

去った。 いずれ そのうち また 放送され る ものと 思い、 

このたび は、 自動 調整に 直して おき 怪 放送が 入る と 同 

時に、 オルガ 姫が 活躍す るよう にして おいた ので ある。 

さて 今夜 は、 録音 器が、 どんな 放送 を 捕えた であろ 

ク ゝ o 

う 力 



不思議なる 変り 方 をす るんだ ぞと、 われわれ を嚇 して 

いるの だ。 

全く、 夢の ように ふしぎな 話 だ。 「三十 年 先が 分る 

器械」 のこと にしろ、 「お化け 地球」 のこと にしろ、 どつ 

ち も、 われわれの 想像 を 越えた 話で ある。 

そういう 話 を もちだして 放送す ると は、 われわれ を 

嚇す こと を 目当てに やった ものに、 ちがいない。 いよ 

いよ 油断なら な いのは、 その 怪 放送 者で ある。 

私 は、 沈思黙考 する こと 一時間 あまり、 ついに 肚を 

きめる に 至った。 

(ょォ し、 たとえい かなる 犠牲 を 払おうと も、 怪 放送 



者の 正体 をつ きとめないで はおかない ぞ！) 

私 は、 オルガ 姫に 命じて、 再び 怪 放送 を 自動的に 受 

信す る 装置 を、 仕掛けて おくよう に 命じた。 

それが すむ と、 私 は、 自ら 秘密 中継 送信機の 前に 立つ 

て まず 真空 管に 火 を 点じた。 

ガラスき ゆう 

その 大きな 硝子 球 は、 器械 囲いの 中で、 ぼ— つと 明 

るくな つた。 異状な しで ある。 私 は、 送信機 全体に、 

スィッチ を 入れた。 そして、 マイク を 手に とった ので 

ある。 

「や あ、 久慈君 か。 こっち は 私 だが、 なに か 変った 話 

はない か」 



「一体、 汎米 連邦に は、 一切の 戦備が でき 上って いる 

のかね」 

と、 私 はたず ねた。 

「もちろんです とも。 この 二十 幾年、 汎来 連邦 は、 ば 

かば かしい ほど 大仕掛けの 戦備 をと とのえ ている ので 

きんらい 

近来 汎来人 以外の いかなる 外国人 も、 入国 を 許可し 

ません から 従って、 どんなに 大仕掛けの 戦備が できて 

いるか、 あまり 外へ は、 洩れない のです。 しかし、 こ 

うして、 国内に 居る 者に は、 たえず 目に ふれて います _ 

全く ばかばかし いの 一 語に つきます よ。 



旧 北米合衆国 の ワシントン 州の ごとき は 州 全体が 、 

おう ふ つどう め い 

一 つの 要塞の ように 見える のです。 欧弗 同盟国に とつ 

て は、 相当 手強い 敵です よ」 

大西洋 を はさんで、 東に 欧弗 同盟国、 西に 汎米 連邦 

II この 二つの 国家 群 は、 二十 余 年 以来 睨み合い をつ 

づけて いるので あった。 

「そうか。 今度 は、 いよいよ 本当に 始まる のか」 

めまい 

私 は、 眩暈に 似た もの を 感じた。 いよいよ 大戦 争 だ。 

そして、 待ちに 待って いた 機会 は、 ついに 来たので あ 

る。 

「おお、 今、 知らせが 入りました。 —— ああ、 いけ ま 



せん。 この 通信が、 軍の 方向 探知 隊 によって 発見され 

たらしいです。 うむ、 たしかに この 家 を 狙って いるの 

だ。 監察 隊が、 サイレン を 鳴らしつつ、 ォ ー ト バイに 

乗って、 表通りへ 練り こんで きました。 いや、 裏通り 

にも、 サイレンが 鳴って いる。 さあ、 たいへん だ ：：： 」 

私 は、 おどろいた。 心臓が とまった かと 思った。 ぐ 

ずぐ ず はして いられな い。 

「おい、 久慈、 最後の 始末 をして、 すぐ 地下道へ 逃げ 

ろ」 

「はい。 II おや、 地下道 も だめです。 機銃と 毒 瓦斯 

そうぞうき 

弾 を もった 監察 隊員が、 テレビジョンの 送 像 器の 前 を、 



え」 

と、 これ は、 また 別の こえだった。 

久慈 は、 監察 隊の 眼から、 のがれて いるら しい。 ど 

こに ひそんで いるの か、 それとも うまく 逃げ 終せ たの 

ゝ o 

力 

しょだな 

「もっと 探せ。 おや、 その 書棚のう しろが、 おかしい 

ぞ。 黄い ろい 煙が 出て いる。 やつ、 くさい！」 

「書棚のう しろです か。 よろしい、 書棚 をのけ てみ ま 

しょう」 

二人の こえが、 遠の いた。 

数秒 後、 一 一人の 驚いた こえが、 再び 高声 器の 中に 入つ 



てきた。 

「あつ、 ここから 逃げたん だ。 鉄筋 コンク リ— トの壁 

に、 こんな 大きな 穴が 開いて いる。 これ は、 今 開けた 

穴 だ。 それにして は、 この 黄い ろい 煙が へんだ。 合点 

、、ゝ ヽゝ *」 ヽ I 

力 レカる レ」 

「わかった わかった。 もっと 奥の 方の 壁に、 穴を開け 

てい るんだ。 ょォ し、 二人して、 とび 込もう」 

「待て！ とびこむ の は、 あぶない。 この 穴の 開け 方 

じんじょう りき 

は 尋常で ない。 相手 はたい へん 強力な 利器 を もって 

いる ぞ。 とびこん では あぶない」 

「だが、 もう 一息と いうと ころ だ。 では、 自分が 入 



る！」 

「よせ、 あぶない ぞ」 

「な あに、 これし きのこと！」 

「あつ、 とびこんで しまった！」 

と、 穴の 開き 方に、 疑い を もらして いた 一 人の 監察 

隊員 は、 絶望の 叫び を あげた。 

それから、 更に 数 分 後 —— 

き や つ 

「おつ、 この 煙 は 何 だ。 やや 彼奴の 声ら しい。 ただな 

らぬ声 だ。 さて は、 やられた か。 —— おお、 そこに 足 

が 見える。 待て、 今、 ひっぱり 出して やる。 う ー んと 

…：- 」 



残った 隊員 は、 力を入れて、 同僚の 足 をと つて、 穴 

から 曳き だす 様子！ 

「やや ッ これ は …… 。 首が、 とけて しまった！ やつ 

ちょ うよう か いだん 

ぱリ そうだ。 これ はたい へん。 噂に きいた 超 溶解 弾 

を 使って いるら しい。 これ は危 い、 すぐ 本隊へ 知らせ 

なくて は …… 」 

隊員の 声が、 引 込む と、 とたんに、 高声 器が 割れた 

かと 思う ほどの、 ひどい 雑音が とび 出し、 そのまま 高 

声 器 は 鳴ら なくなって しまった。 

ためいき 

私 は、 深い 溜 息をついた。 

(久 慈の 奴、 ついに 超 溶解 弾 を 使った か。 使った の は 



しょうこ 

いいが、 一切の 証拠 を、 あそこに 残して こなければ い 

ヽ ..ゝ ノ 

レカ .1 

私 は、 心配であった。 

だが、 いくら こっちで、 心配 をして みても、 向う の 

ことが、 どうなる もので もなかった。 私 は、 一切 を あ 

きらめる しかなかった。 

私 は、 スィッチ を 切った。 そして また 階段 をの ぼつ 

て、 夜空の 下に 立った。 

美しい 夜 だ。 

星 明りば かりで、 他に、 なんの 灯火 も 見えない。 視 

界 のうちに は、 人工的な 一切の 光が、 存在 しないので 



あった。 そして この クロ クロ 島のう えで は、 自然 はか 

くも 美しい のであった。 

光ば かりで はない。 音 さえない。 

浪の音 さえ、 聞えない ので ある。 この 島で は、 打ち 

ほじょ どう リょ く 

よせる 浪の音 は、 たくみに、 補助 動力に 使われ、 そし 

て 音 を 消して あった。 だから、 時折、 頰の あたり を か 

そよかぜ ささや 

すめる 微風が、 蜜蜂の 囁く ような 音 をた てるば かリ 

だった。 —— この 島で は、 光と 音と、 そして 電磁波と 

が、 すこぶる 鋭敏に 検出され るよう になって いた。 I 

かく 物語る 私と は、 何者であろう か？ 



(さて は、 遂に、 第三 回目の 怪 放送が、 キャッチされ 

たか) 

と、 私 は、 古びた 籐椅子から、 体 を 起した。 

やっぱり、 それ は オルガ 姫だった。 

「大 至急、 下へ お下りに なって ください。 この 方面へ、 

怪しい 艦艇が 近づいて まいります」 

「なに、 .圣 しい 艦艇が …… - 

この クロ クロ 島の あると ころ は、 各種の 航路 を さけ 

た 安全地帯 なので ある。 ところが 今、 怪しい 艦艇が 近 

づきつつ ありと、 オルガ 姫 は、 報告して きたので あつ 

た。 



オルガ 姫 は、 すきとおる 声で、 近づく 艦艇 を 測量し 

た 結果 を、 報告した。 

「どこの 国の 艦 だか 分らない か」 

かんせき ふめい 

「艦籍 不明！」 

と、 オルガ 姫 は、 すぐに 応えた。 

「艦籍 不明 か。 どうせ 汎来 連邦の 艦隊だろう が、 なん 

の 用が あって、 こっちへ 出動した のかな」 

まさか、 この クロ クロ 島が 見つかつ たためで は ある 

ニ ー、 ヽ o 
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だが、 先刻、 久慈 は、 私に 向って 警告した。 

じゅうばくげきき 

(この 調子で は、 そっちへ も、 監察 隊が 重爆撃機に 乗つ 



て 急行す るか もしれ ません よ！) 

という 意味の こと を 云った。 今、 近づいて くるの は 

哨戒 艦であって、 重爆撃機 ではない から、 話 はちと ち 

がう。 といって、 もちろん、 安心 はならない。 

「二 万メ— トル！」 

と、 オルガ 姫が 叫んだ。 私 は、 哨戒 艦との 距離 二 万 

メ— トルの 声 を 待って いたの だ。 

「おお、 そうか。 では テレビジョン、 点け！ 

きゅうおんき 

吸音 器 開け！」 

私 は、 命令した。 

へきかん 

壁 間に、 ぼッと 四角な 窓が あいた。 窓で はない、 テ 



うと、 しばらく すると、 どっちから ともなく 寄って 一 

緒に なって しまう。 そして また 暫くす ると、 離れる。 

そのと き、 一番 艦が、 左から 右へ 移り 替る。 —— 艦隊 

は、 ジ クザク 行進 をつ づけて いるの だ。 

私 は、 この 様子 を、 じっと 眺めて いたが、 艦隊が、 

わが クロ クロ 島の 方位 を、 完全に おさえて いる こと を 

知った。 一体、 どこで、 うまく 見当 をつ けられて しまつ 

たのであろう か。 

「こいつ は、 油断が ならない ぞ！」 

私 は、 万 一 の 用意 をした。 

そのうちに、 艦 影 は、 映写幕 一杯に なった。 4 と 記 



せきとう 

した 赤 灯が、 ふっと 消えて、 その 隣リの 3 と 書いた 赤 

灯が 点いた。 映写幕 上の 艦 影 は、 とたんに 小さくな つ 

た。 

が、 こんど は、 艦 影 は、 どんどん 大きくな つてい つ 

た。 赤 灯 は 2 が 点き、 遂に 1 が 点いた。 そのころ 吸音 

器から、 ぼそぼそと、 人の 話 ごえが 聞え てきた。 

かんきょ 1 つ と 

「 一 番 艦の 艦橋 のこえ を 採れ！」 

私 は、 号令 を かけた。 

オルガ 姫 は、 どこの 国の 機関 部員に も 負けない 

びんしょう めもり 

敏捷 さで もって、 しきりに 目盛 を 合わせた。 吸 

音 器からの こえが、 急に 大きく、 明瞭に なって きた。 



「司令、 たしかに この 方位に ちがいな いのです がな あ」 

なま 

と、 アメリカ 訛りの ある 英語が！ 



クロ クロ 島の 秘密 —— 驚くべし 十万 トンの 怪物 



さすがの 私 も、 その 話 ごえ を 耳に した ときには、 

せすじ 

背筋が す— つと、 寒くな つた。 

はんべ いれん ぼう 

(ふん、 やっぱり、 そうだつ たか。 汎米 連邦の 軍艦 だ 

な) 



ま 海底に 沈降す ると、 その 直下に、 丁度 クロ クロ 島が、 

そのまま ぴったり 嵌まる だけの 穴が 開いて いるの だ。 

だから クロ クロ 島が、 ぴったり その 穴に 入って しま 

えば、 海底 は、 真っ平ら になる。 つまり これが 水深 三 

十メ —„ ^ル 内外の 海底と いう ことにな つて、 どこに も 

異状が 発見され ない ので ある。 哨戒 艦 は、 しきりに 沈 

下した わが クロ クロ 島の 屋根 を 打診して いた ことにな 

るの だ。 

クロ クロ 島 は、 約 十万 トン も ある 大きな 潜水艦で あ 

る。 

十万 トンの 潜水艦！ 



ギ ー を 取り出し、 これ を 利用す るので ある。 わが 機関 

部に ある サイ クロ • エンジン というの が、 それで ある。 

私 は、 遂に、 余計な お喋りまで してし まった ようで 

ある。 私 は、 潜水艦 クロ クロ 島の % 力 を、 真に 天下 無 

敵と 信ずる 者で ある。 そして、 敵 艦 は 遂に、 わが 艦 を 

発見す る ことが 出来ない ので ある。 

—— と、 今の 今まで 思って いたが、 どうした わけ か、 

めまい 

私 は、 とつぜん、 非常な 眩暈に 襲われた。 目の前が まつ 

くら としゃ 

暗にな つた。 そして、 はげしい 吐瀉が 始まった。 頭 は、 

今にも 割れそう に、 がんがん 鳴り だした のであった。 

私 は、 自 B を 一度に 失って しまった。 



(痛い！) 

痛ければ、 これ は 夢で はない。 いや、 そんな こと を 

試みて みないでも、 これが 夢で ない こと は、 よく 分つ 

ていたの だ。 

夢で ない とすれば —— 近づく あの 足音の 主 は、 誰で 

あろう か？ 

絶対 不可侵 を 誇って いた クロ クロ 島に、 私の 予期し 

なかった 人物が、 いつの 間に か 潜入して いたと は、 全 

くお どろいた ことで ある。 そんな 害 はない の だが …… 

だが、 足音 は、 ゆっくり ゆっくり、 階段 を 下りて く 

る。 私の 体 は、 昂奮の ため、 火の ように 熱くな つた。 



こつと ン、 こつと ン、 こつと ン！ 

ついに、 階段 下で、 その 足音 は 停った。 

ついで、 扉の ハンドルが、 ぐるつ と 廻った。 

(いよいよ、 この 室へ はいって くる ぞ！) 

何者か しらないが、 はいって 来られて はた まらない。 

私 は、 扉 を 内側から 抑えようと 思 つ て 立ち上ろ うとし 

た。 

だが 私 は、 体の 自由 を 失って いた。 

上半身 を 起そうと 思って、 床 を 両手で 突っ張つ たが、 

ゆちゃく 

私の 肩 は、 床の 上に 癒着せられ たように 動かなかった。 

「畜生！」 



しょせん 

私 は 思わずう めいた。 うめいても、 所詮、 だめな も 

の はだめ であった。 

「あまり、 無理な こと をし ないがい いよ」 

とつぜん 私の 頭の 上で、 太い 声が した。 

あいつ ちんにゅうしゃ 

(あつ、 彼奴の 声 だ。 怪しい 闖入者の 声 だ！) 

私 は 歯 をく いしば つ た。 

「無理 をし ないがいい というのに、 君 は、 分らん 男 だ 

な あ」 

闖入者 は、 腹立たしい ほど 落着き 払って いた。 

「き、 貴様 は、 何者か！」 

「ふふん、 わしの 姿 を 見たい というの か。 よし、 今 そつ 



「貴様 は、 誰 だ。 何者か！ 案内 もな しに 入って きて、 

ちゃんと、 名乗ったら どう だ」 

私 は、 重ねて 叫んだ。 

「そんなに、 わしの 名が 聞きたい か。 わしに は 名前 は 

ない の だ。 しかしそう はいっても、 君 は 本当にし ない 

だろう。 では、 気の すむ ように X 大使と 称する ことに 

しょう。 それで は 改めて、 御 挨拶 申し上げよう。 吾輩 

しゅうちょう くろう ま はかせ 

は、 X 大使で ある。 クロ クロ 島の 酋長 黒 馬 博士に、 

きょうえ つ 

恐悦 を 申し上げる！」 

X 大使と 名乗る 怪異な 人物 は、 すこぶる 丁重な 挨 

接 をした。 私 は、 自尊 ひ を 傷つ けられる こと、 これよ 



リ 甚だしき はなかった。 

X 大使の 試問 —— 地球に 資源が なくなったら 



「おい、 X 大使。 一体 何 用あって、 無断で、 クロ クロ 

島へ 闖入した のか。 はっきり、 わけ をい え」 

私 は、 肺腑 をし ぼって 呶 鳴りつ けた。 

「あは はは、 そう 無理 をす るな といって いるのに、 君 

は 分らん 男 だな あ。 その 体で、 わしに 手 向う こと は 出 



来ないで はない か。 そうすれば わし は、 君に 代って こ 

の クロ クロ 島の 実権 を 握って いるよう な もの だ」 

「こいつ、 いったな」 

「何 をい おうと、 わしの 勝手 だ。 わし は、 わしの 欲す 

る こと を、 全部 意の ままに やる だけの こと だ。 しかし 

黒 馬 博士、 わし はま だ この クロ クロ 島 は、 ほんの 一 目 

見た だけ だが、 人間業と して は、 なかなか 出来す ぎた 

ものだね」 

X 大使 は、 お世辞の つもり か、 クロ クロ 島の こと を 

ほめあげた。 私 は、 いいがたい 口惜し さに 黙りこくつ 

てた だ 唇 を嚙ん だ。 



「いずれ、 クロ クロ 島の 内部 は、 ゆるゆる 拝見す ると 

して、 その 前に、 君に 一 つ 意見 を 聞いて おきたい こと 

が あるんだ が、 答えて くれる だろう ね」 

にわ だきょう てき 

X 大使の 態度 は、 俄かに 妥協 的に なって きた。 

「答える かどう かしらん が、 早く、 それ をい つてみ た 

まえ」 

「うん、 いおう。 このたび、 いよいよ 地球の 上に 捲き 

起る ことと なった 第三 次 世界大戦 は、 どういう 目的と 

する かね」 

X 大使 は、 ふしぎな 話題 を とらえて、 私に 質問 を 発 

したので ある。 私 は X 大使が 普通の テロ 行為者と はち 



が つ て 私の 生命 を 断とうと している ので はない 様子に 

ほ つ と 胸 を なでおろした。 

「そんな こと は 常識の 範囲で、 誰でも 知っている こと 

はんべ いれん ぼう 

だ。 それ はつ まり、 資源問題 だ。 汎来 連邦に しろ 

おう ふつ どうめ い 

欧弗 同盟国に しろ、 自己の 領土 内の 資源で は 足りない 

から、 足りない 資源 を 得る ため 相手 国 を 攻略し ようと 

いうの だ。 こんな こと は、 私に 聞く まで もない 話 だ」 

きわ 

と 私 は、 極めて 平明に のべた。 

「ふむ、 やっぱり そうか」 

と、 X 大使 は 声 だけで 肯き、 

「そこで 次の 質問になる が、 第三 次 世界大戦の 結果、 



仮り に汎米 連邦が 欧弗 同盟国 を 征服し てョ— 口 ツバと 

アフリカ を 自分の 手に おさめた とする。 さて、 そうし 

たこと によって、 この 資源 不足 問題 は、 解決す る だろ 

うか。 君 はどう 思う？」 

X 大使の 質問 は、 この 方が 本題だった らしい。 事実 

ちゆ ラ ちょ 

私 は、 この 質問に は、 答える こと を ちょっと 躊躇し な 

いわけに 行かなかった が、 さりと て 答えな いでいる こ 

と は、 相手に 軽蔑され、 こっちの 弱みに なること だと 

思った ので、 私 はついに いった。 

「そり や、 解決す る さ。 勝者と 敗者と がで きて、 勝者 

は 敗者の も つ ていた 資源 を 利用す る」 



X 大使 は、 すこぶる 筋のと おった こと をい つたのに 

は、 私 も 内心、 i; 敬の 念 をお こさずに はいられ なかつ 

ぶれいもの 

た。 しかし、 ここで、 この 無礼者に 負けて しまって は 

ならない。 

「まあ、 そういう 風に も 考えられる。 しかし、 まだ、 

いろいろ やつ てみ る ことがある」 

くうちゅうち つ そ 

「もちろん、 やって みる こと は あるだろう。 空中 窒素 

の 固定の ように、 空中から 資源 をと るの もい い。 海水 

きん 

から 金 を 採る の もい いだろう。 海底 を 掘って 鉱脈 を 探 

すの もい い。 しかし やっぱり 足りなくなる 日が 来る の 

だ。 そのと き はどうす るつ もり か」 



「どうす るかと いって、 いろいろ やって みても 資源が 

これ 以上 出て こない という ことに なれば、 やむ を 得な 

あきら ほか 

いさ、 仕方がな いと、 諦める より 外ない」 

「諦める より 外ない。 そり や 本当 かね、 口で は 諦める 

といっても、 実際 足り なきや 人類 は 困る よ。 喰べ られ 

なければ、 生きて ゆけ ないで はない か。 そこで どうい 

しんて 

う 新手 をう つ つもり か」 

X 大使 は、 さかんに 私 を 追いつめる。 そんな こと を 

聞く つもりなら、 なにも クロ クロ 島 を 破って、 私に 聞 

くよりも、 他に 政治家 はたく さんいる のに …… 。 

「地球で 解決が つか なきや、 それまで だ。 それとも 外 



X 大使 は、 室 を悠々 と 出て いく。 私 は、 その後に、 

すっくと 立ち上った。 私の 気分 はすで に 癒って いた。 

そして ふしぎに も、 ちゃんと 立ち上れた。 しかし、 ま 

だ 少し ふらふら する 足 を 踏みし めて、 あと を 追い かけ 

た。 

X 大使 は、 階段 をの ぼって いく。 私 は その後 を 追い 

かけた。 手 を 伸ばせば 届く ほどの 距離で ありながら、 

X 大使 は、 すこしずつ 私より 先 を 歩いて いる。 

階段 は、 もう X 大使の 頭のと ころで、 つかえて いる。 

私 は、 かなわぬ まで も、 ここで X 大使 を 追いつめて、 

せめて 足で も 捕えて、 曳き摺 りおろ したい 考えだった。 



ところが X 大使 は、 なお も悠々 と、 階段の 上に のぼつ 

ていく。 私 は 懸命に 追い かけた。 そして、 ついに 大使 

の 足 を 捕えた。 

が、 なんたる 不思議！ 私の 手 は、 階段の 上の 防水 

扉に いやというほどぶ つつかった。 見れば、 X 大使の 

姿 は、 そこになかった。 有る の は 防水扉 だけであった。 

といって、 防水扉 は、 決して 開いた わけで はな かつ 

た。 もし 防水扉が 開けば、 海水が、 どっと 下にお ちて 

くるだろう。 しかし、 只の 一 滴の 海水 も 階段の 上から 

降って こなかった。 だから 防水扉 は 絶対に 開かな かつ 

たの だ。 しかも X 大使の 体 は 消えて しまったの だ。 



階段の 下に うずくま つていた。 

おお、 X 大使！ 

なんという 恐ろしい 人物に めぐりあった ものだろう- 

これが 太古で あれば、 天狗 さまに 出会った とで も 記す 

ところであろう。 さすがの 私 も、 すっかり 頭の 中が 混 

乱して しまった。 

警 鈴が、 あまりに 永い こと 鳴り響く ので、 私 はやつ 

しょうき 

と 正 気づいた のであった。 いや、 全く、 本当の 話で あ 

る。 それほど、 私 はずい ぶん 永い こと 放心の 状態に 

あった。 

(警 鈴が 鳴って いるのに、 オルガ 姫 は、 なぜ 出ない の 



であろう) 

そんな こと を、 いくど もく リ かえし 思って いるう ち 

に 私 は、 正気に かえった のであった。 

「そうだった。 オルガ 姫 は、 壊れて、 倒れて いたつ け」 

私 は、 起き 上って、 元の 室内へ と、 とってかえした。 

配電盤の 前に、 オルガ 姫が 前のと おりに 倒れて いる。 

彼女の 首 は 肩のと ころから 離れて、 私の 机の下へ 転 

がって いる。 

もた 

私 は、 彼女の 体 を 抱き起して、 壁に 凭せ かけた。 そ 

れ からこん ど は、 首 を 拾い あげた。 その 首 を 彼女の 肩 

のうえ に 嵌めて やった。 



てた 人造人間で あつたので ある。 

こうてき 

人造人間 は、 助手と して、 はなはだ 好適であった。 

命令 は、 絶対に まちがい なく まもるし、 食事 をす る 

わけで はなく、 人間ら しい ものぐさ もな し、 そして 部 

分 品 をと りかえ さえ すれば、 いくらでも 使える。 

殊に オルガ 姫の 端& さは、 ちょっと 人間界に も 見 あ 

たらぬ ほど だ。 私 は 有名なる ミラノの 美術館 を 一 週間 

見て 廻って、 ようやく オルガ 姫の 原型 を 拾い出し たの 

であった。 それ を 私の 理想と する 婦人 像で あつたの だ。 

オルガ 姫 を 見て いると、 私 は 母の 懐 に 抱かれて い 

るよう な 安 ひ を 覚える。 



ない。 いや、 どうも そういう 気がする。 

もし、 ここへ 逃げ こんで くると すると、 彼の 到着 は、 

早く も 明日の 朝になる であろう。 

私 は、 オルガ 姫に 命じて、 なお も その 警報 信号に 注 

意 を 払わせる ことと し、 もしも、 なに か 本文ら しい も 

の を 相手が うってき たら、 すぐさま 私に 知らせろ とい 

い つけた。 

ちんにゅう 

そうして 置いて 私 は、 X 大使の 闖入 以来、 あまりに 

疲れたので、 しばし 長椅子に 横たわって 睡眠 をと る こ 

とに した。 

人間 は 不便 だ。 オルガ 姫 は、 二十 四時 間 働いて いて、 



疲れる こと も 知らなければ、 睡眠 をと る 必要 もない の 

だ。 しかし 私 は、 疲れ もす るし、 食慾 も 起る し、 また 

睡り もしなければ ならな か つ た。 

さて、 睡 ろうと はした が、 私の 神経 は、 いやに 昂 つ 

ていて、 いつもの ように 五分と たたない うちに 睡 りに 

入るな どと いう こと は 不可能だった。 私 は、 長椅子の 

うえに いくたび か 苦し い 寝が えり をう つ た。 

睡 りかけ ると、 急に 心臓が どきどきし 始める。 そし 

て それが きっかけ のように、 X 大使の 姿が 目の前に 浮 

かぶの だった。 

とうか 

(おい、 どう だね、 黒 馬 博士。 わしの すばらしい 透過 



現象 を 見た だろう ね。 それから、 君の 脳細胞 もまた ォ 

ルガ 姫の 電気 脳 も、 わし は、 やっつけようと 思えば、 

徹底的に やっつけられ るの だが、 それで は 礼儀 を 失う 

と 思って あの 程度に 止めて おいた の だよ。 とにかく、 

気を付けなければ いけない。 これ は、 君への 忠告 だ。 

君た ち は、 自分の 脳の 働きに ついて、 あま リ 自信が あ 

りすぎ る。 その 辺 をよ く 考えた まえ。 地球の 人間が、 

大宇宙で 一 番 優秀な 生物 だと 思って いると 大 まちがい 

だよ！) 

X 大使が、 はじめは 夢の 中に あらわれ、 それからし 

ばらく すると、 だんだん 夢で はなく、 テレビジョン 電 



話で 話しかけられて いるよう な 恰好に な つ てきた。 

X 大使 は、 あの 超人的な 力 を もって、 今 もな お 私の 

脳髄に、 不思議な 力 を 働かせて いるので はない か。 私 

は 胸元 を しめつけられる ような 苦し さに 襲われ、 はつ 

と 目 ざめ て、 長椅子から とび 上った。 —— しかし、 そ 

れは、 やっぱり 夢であった。 

おそるべき は X 大使 だ。 彼 は、 私の 強敵 だ。 そのと 

き 私 は、 ふと 或る こと を 思いついた。 いっか、 「地球お 

化け 事件」 のこと について、 怪 放送 を 行って いた 疑問 

の 人物が あつたが、 あの人 物 こそ、 この X 大使と 同一 

の 人物な ので はなかろう か。 



彼 は、 私に、 奇妙な 質問 を 発し、 人類 は、 「地球に 於 

ける 資源 不足 を、 どう 解決す るつ もり か？」 と 迫った 

が、 彼 は、 なぜ そんな こと を、 私に 訊ねる 必要が あつ 

まつ。 まつ 

たのであろう。 いよいよ 勃発す る 形勢の、 第三 次 世界 

大戦の 舞台に、 彼 X 大使 は、 いかなる 重要な 役割 を もつ 

ている のであろう か。 

私の 悩み は、 大使の 訪問 以来 急に 二倍に も 三倍に も 

増大して い つたので ある。 

らっかさん 

落下傘 見 ゆ —— 果して 同志の 六 名 か 



黎明が 来た。 

クロ クロ 島 は、 いつしか 元のと おりに 海面に 浮かび 

上って いた。 

潮 を 含んだ そよ風が、 通風 筒 をと おり 私の 頸筋 を 掠 

めて いく。 

ゝ ノヽ ゝ ノ o ゝ じゝ ゝ じ o 

力ん カパ 力ん 力ん 

さえ ざえ 

軍艦と 同じように、 時鐘が、 冴々 と 響き わたる。 

(もう 五 時 だ！) 

オルガ 姫が、 つかつかと 近づいて、 手 提鞫を 卓子の 



し つ よう さくてき 

昨夜、 この辺に、 執拗な 索敵 行動 をく りかえ した 汎 

米 連邦の 艦隊 は、 影 も 見えなかった。 空と 海と、 そし 

て クロ クロ 島 だ。 原始時代の 昔に かえった ような、 ま 

ことに 単純な 世界の 中の 一刻であった。 戦争 もない、 

資源問題 もない。 只 有る の は、 今 もい つたよう に、 空 

と 海と、 そして クロ クロ 島 だけであった。 

私 は、 古ぼけた 籐椅子に、 背 を もたせかけた。 それ 

から、 肘掛の 裏 を さぐって、 釦を 指先で さぐった。 番 

号の 4 という 釦を 押す と、 足 許の 岩が パネ 仕掛けの 蓋 

のように、 ぼんと 開いた。 そして 下から、 西洋の 郵便 

箱の ような 形 をした 録音 発声 器が せりあが つ てきた。 



私 は 発声 器の 後部 を ひらいて、 鞫の 中に 入れて きた 

録音 ワイヤ を 投げ こんだ。 ワイヤの 一 端 を、 スプ ー ル 

の 一 方の 穴に 止め、 そして、 蓋 を 閉じる と、 発声 器 は 

自然に 録音 を 再発 声し はじめた。 

おう ふ つどう めい 

* —— 欧弗 同盟 側 は、 一 切の 戦闘 準備 を 終了した。 召 

集され た 兵員の 数 は、 二 千 五 百万、 地下 鉄道網 は、 こ 

れらの 兵員 を 配置に つ ける ため、 大 多忙 を 極めて いる， 

ザ J れは汎 米 連邦 の ワシントン 放送であった。 

ちょっと 途切れてから、 また 次の 録音が 声に かわつ 

た。 

〃 —— ワイ ベルト 大統領 は、 戦費の 第一 次 支出と して、 



千 九 百億 弗の 支出 案に 署名 をした， 

* —— 欧弗 同盟の 元首 ビス マ ー ク 将軍 は、 昨夜、 会議 

きょうか ん 

からの 帰途、 ヒ トラ— 街に おいて、 七 名の 兇漢に 襲撃 

でんじ だん 

され、 電磁 弾 を なげつけられて 将軍 は 重傷 を 負った。 

犯人 は、 その 場で 逮捕せられ たが、 彼等 は 将軍の 民族 

強圧に 反対す る アラビア 人であった。 今後、 同国 内に 

おける この種の 示威運動 は、 活潑 になる であろうと 識 

者 は 見て い る〃 

, —— 汎米 連邦に おける 敵国 スパイの 跳梁 は、 いよ 

いよ 甚だしき ものが あり、 殊に 昨日 は、 ワシントン 巿 

と 南米 方面と は 互いに 連絡 を も つ スパイの 通信が 受信 



せられ、 警備隊 は、 これの 検挙に 出動した。 ヮ シン ト 

ン巿 における スパイの 巣窟 はついに 壊滅し、 スパイの 

大半 は 捕縛せられ、 その 一部 は、 自殺 または 逃走した。 

南米 方面の スパイに 対して は、 厳重な 包囲 陣が 敷かれ 

て 居り、 彼等の 検挙 はも はや 時間の問題 である， 

こうした 録音 は、 いずれも 汎来 連邦 側の ものば かり 

であった。 

これに 対して、 欧弗 同盟 側で は、 殆ん ど、 何にも 放 

送して いないの が、 甚だ 奇妙な 対照 をな していた。 

只 一 つ、 最後に 欧弗 同盟 側の 簡単な 放送が あった。 

" —— 元首 ビス マ— ク 将軍 は、 今、 寝所に 入った ばか 



りで ある。 元首 は 一昨日 以来、 ベルリン において 閲丘 t ハ 

と 議会への 臨席と で 寸暇 もな く 活動して いる。 因みに、 

ベルリン 巿に は、 数年 前から 一人の アラビア 人 もい な 

ヽ 

レ ガ 

この 放送 は、 明らかに、 ワシントン 特電が デマ 放送 

である こと を 指摘し、 ぽ^ している ものであった。 そ 

ほ 力 

の 外の ことに ついては、 ベルリン 特電 は、 なにもい つ 

ていないし、 欧弗 同盟の いずこの 地点よりも、 一 つの 

放送 さえなかった。 それ は、 非常に りっぱに 統制が 保 

たれて いると いうか、 或いは 開戦に あたって、 作戦の 

機密 を洩 させまい と 努力して いるの だとい うか、 とに 



リ ばたり と やられる の だ …… でも、 集る だけ は 集って、 

抵抗した。 そして、 皆で 智慧 をし ぼって 試験 中の 成 層 

圏 飛行機で、 とびだし たもの だ」 

「ほう、 成層圏 飛行機！ それじゃ、 たいへん 高空へ 

逃げた というわけだな」 

「エス エス 一 〇 三 型と いう 奴で、 こいつが また 素 晴ら 

しい 高速 を 出す 試験 中の 飛行機 なんだ。 だから、 これ 

を 追跡で きる 飛行機 は、 外に はない というわけだ。 I 

I そして クロ クロ 島の 緯度 経度 を 測って、 うまく 飛び 

下りた」 

「すると、 何者に も、 追跡せられ ていない というの だ 



「ああ ぎえ る ぎえ る ぽぇる I 

久 慈が、 テレビジョンの 幕 面 を 指して、 歓喜の 声 を 

放った。 

しょうじゅん きよ-つ 

同じ こと を、 私 は、 照準 鏡の 中に 認めて いた。 

洋上 高く、 翼 を 揃えて 襲来した 六十 機の 超 攻撃 機 は、 

一 せいに 火焰に 包まれて しまったの であった。 そして 

雨の ように、 煙の 筋 を 引きながら、 大空から 墜落して 

いくと ころ は 言語に 絶した 壮観だった。 

すいちゅう ほんとう 

やがて 洋上に は、 真白な 水柱が 奔騰した。 攻撃 機 

がーつ 一つ、 濤に 呑まれて しまったの であった。 

「おお、 敵機 全滅！ ばん ざ— い！」 



と、 私が いえば、 彼 は、 

「臆病風？ とんでもない。 そんな 風なん かに 吹かれ 

てはいない。 しかし、 只 これ だけの りっぱな 大 潜水艦 

を、 君から 拍手 を もらう ほど、 僕に うまく 使いこなせ 

るかと そこが 心配なん だ。 その 一方 僕 は、 この クロ ク 

口 島 を、 自分の 思うよう に 使って みたくて、 たまらな 

いの だ。 臆病風に 吹かれて いる わけ じ やない」 

と、 久慈 は、 ぴ ー んと胸 を はって いった。 

私 は、 うなずいた。 久 慈なら、 たしかに、 この クロ 

クロ 島 をう まく 使いこなせ るだろう。 

だが、 そのと き 私 は、 一 つ 心配な こと を 思い出した _ 



それ は 外で もない。 昨夜 あらわれた 怪人 X 大使の こ 

とだった。 あのような 大胆不敵な 曲者に、 この クロ ク 

口 島 を 再訪 問され て は 困って しまう。 なに かいい 方法 

はない か。 

私 は、 しばらく 考えた 結果、 一 つの こと を 思いつい 

じしゃく ほう 

た。 それ は、 クロ クロ 島の 入口に、 強烈な 磁石 砲 をお 

くこと だ。 あの X 大使が、 入って 来ようと すると、 こ 

の 磁石 砲の 磁場が 自動的に 働いて、 X 大使の 身体 を、 

すく 

その 場に 竦ませる。 そのと き 一方から、 ヘリウム 原子 

あめあられ 

弾 を 雨霰の ように とばせて、 X 大使の 身体の 組織 を 

ばらばら にして しまう。 そうすれば、 いかなる 怪人 X 



といった ような 恰好であった。 むかしの 人が 見たら、 

まさか、 これが 自動車 だと は、 気がつかない であろう _ 

「元帥 閣下 は、 そんなに お待ち かねの 様子でした か」 

「はい、 それ はもう、 たいへん お待ち かねで、 潜水 洞 

四十 三番へ、 たびたび 電話 をお かけになる というよう 

なわけ で …… 」 

「元帥 閣下 は、 なに か、 怒って いられる 様子 は、 なかつ 

たです か」 

「いいえ、 たいへん 上機嫌で いらっしゃいました。 ど 

うやら、 あなた さま は、 御 栄転に なるとの 噂が 専らで 

ございま すわ。 黒 馬 博士、 このたび、 あなた さま は、 



ど つ ちの 方面から、 お帰りに な つたの で) J ざ いますの」 

「今度 はね、 私 は …… 」 

せき 

と、 いいかけて、 私 はとつ ぜん、 ごほん ごほんと 咳 

こんだ。 こいつ は 油断が ならない。 マリ 子と いう 女 は、 

へんな こと を 尋ねる。 ことによると、 第五列 かもしれ 

ない。 

「ああ、 苦しい。 海上が あまり 涼しかった もので、 すつ 

かり 咽喉 を こわして しまいまして ねえ。 おい、 オルガ 

せき ど 

姫 咳止めの 丸薬 を くれない か、 三 粒 あれば いいよ」 

がんやく 

オルガ 姫 は、 私の 前にいた が、 鞫の 中から、 丸薬 入 

てのひら 

リの缶 を 出して、 私の 掌 に、 三つの 黒い 丸薬 をのせ 



「ふん、 おどろか せおった。 この マリ 子と いう 奴 は、 

どこの 国の スパイだろう か」 

私 は、 マリ 子の 服 を 改めた が、 彼女 は 悪心ぶ かく、 

証拠になる ような 何物 も 持って いなか つ た。 

ぼう ビ ん 

私が、 呆然と して、 顚 覆した 自動車に、 腰 を かけて 

いると、 後方から、 数 台の 快速 自動車が 追い かけて 来 

た。 

私 は、 また 敵が 現われた かと、 顔をしかめて 痛む 腰 

を あげ、 オルガ 姫を楣 として、 身構えた。 

(第五列 だ) 

と 思う 間もなく、 車 は 停った。 



車上から は、 十数 名の 軍人が ばらばらと 下りて きた。 

「おお、 黒 馬 博士。 お 身体に、 お 怪我はありませんで 

した か。 私 は 鬼 塚 元帥の 副官であります」 

そういって、 りっぱな 将校が、 私の 前へ、 元帥の 書 

面 を 出した。 

が コノ者 二 伴 ヮレ、 スグ 来レ。 鬼 塚" 

私 は 将校 を 見上げた。 

「貴官 は、 本物で しょうな」 

「田 島 大佐です」 

しょうけ つ 

「しかし、 第五列が 猖獗 をき わめて いるよう じゃあ 

りません か。 現に 私 は 今 …… 」 



の 会見に 緊張し すぎた 反動で、 睡リを 催しう つらう つ 

ら としてい たが、 いつの 間に かぐつ すり 寝込んで し 

ま つ たらし い。 

やがて 気がついた ときには、 オルガ 姫が、 只ならぬ 

様子で、 しきりに 叫んで いるの が、 耳に 入った。 —— - 

二 大事です。 クロ クロ 島が、 原 位置に おりません！」 

「ええ ッ！」 私 は、 わが 耳 を 疑った。 それが 本当なら、 

いちだ いへん じ ぼっぱつ 

一 大変 事 勃発で ある！ 

だいせん リっ 

絶望 の クロ クロ 島 —— 名状し が た い 大 戦慄 



どこへ 行って しまった か、 クロ クロ 島！ 

けんろう 

「あのと おり 堅牢な クロ クロ 島 だ。 また、 あのと おり 

すばらしい 戦闘力 を もった クロ クロ 島 だ。 その クロ ク 

口 島が、 まるで、 煙の ように 消え去る と は、 合点が い 

力な レ」 

私の 心 は、 じりじり してきた。 

(よし、 このうえ は オルガ 姫に たよらず、 自分の 手で 

捜して みょう) 

私 は、 スィッチ を 切り かえると、 自ら 操縦の ハンド 



世界へ、 私 は 放り こまれて いたので ある。 

しかし このと き、 もう 私 は、 かなりの 落着き をと り 

かえして いた。 

「オルガ 姫！」 

私 は、 暗闇に 向って、 助手の 名 を 呼んだ。 

返事がない。 

「オルガ 姫！」 

私 は、 更に 声 を 大きく して 叫んだ。 

だが、 その 応答はなかった ので ある。 

(こいつ は、 いかん。 何とい うこと だ！) 

事態 は 重大化した。 一大 変事が 起った ので ある。 ど 



「お ッ、 起き あがれる ぞ！」 

私 は 起き 上った。 だが、 そこに も、 次の 大きな おど 

ろき が 待って いた。 私の 足の 下に、 踏んで いる はずの 

大地が 感ぜられな いのであった。 

(足の裏が、 無感覚に なった のであろう) 

力 力 

そう 思いながら 跼ん で、 足の 下 を さぐった。 このと 

おどろ 

きぐらい、 私が 愕ぃ たこと はない。 足の 下に は、 なん 

にもない。 床 もなければ、 大地 もない。 それ は 全く、 

空 つぼの 空間 だけが あつたの である。 

名状し がたい 大 戦慄が、 私の 背中 を、 匐い のぼった 

S また S! 



だいせん リっ 

空間 の 大 戦慄 —— お そるべき X 大使の 魔力 

さすがの 私 も、 この 恐怖の 一 瞬に、 全身から ありと 

あらゆる 精力が、 一 度に 抜け 去 つ たように 思 つ た。 

が、 最後の 一 歩 手前で 私 は、 もしゃと 考えた。 

「これ は、 夢を見て いるので はない か」 

私 は、 そういう ときに 誰もが する ように、 われと わ 

が頰 を、 指さき で、 つよく ひねった。 



ん」 

私 は 順序と して、 今度 はそう 思わないで はいられな 

かった。 

(気が 変にな つ た ので あれば —— 気が 変にな つたと い 

うこと を、 どんな 方法で 確認したら いいのであろう 

か？) 

解らない、 解らない！ 

気が 変にな つた 者が、 自分で 自分の 変にな つたこと 

を 検定す る 方法 はない。 地獄 だ、 無間地獄の 中へ 落ち 

こんだ ような もの だ。 

私 は、 暗闇の 中に 竦んで しま つ て、 化石の ようにな つ 



ていた。 真の 絶望 だ！ 

私 は、 もう、 すべての こと を 忘れて いた。 鬼 塚 元帥 

からの 密令の こと も、 欧弗 同盟国と 汎米 連邦の 開戦 説 

のこと も、 また、 その 両国が 連合して、 大東亜共栄圏 

を 脅かそう という 風説の こと も …… 。 いや、 それば か 

りで はない。 私 は、 今の 今まで 心配して いた クロ クロ 

島の こと さえ 忘れ それから、 オルガ 姫の こと や、 私の 

乗って いた 害の 快速 潜水 艇 のこと さえ、 一時 忘れて し 

まった。 

あたま 

ただ、 私の 頭脳の 中に 一杯に 拡がって いる こと は、 

^ 」 の 不思議な 空間の- 」 とであった。 ど- 」 から も 解く 糸 



口の ない 謎！ 

もし そのまま、 私が 後一 時間 も、 そのままで 放って 

置かれたら、 恐らく 私 は、 本当に 発狂して しまったの 

力 もし.^ な レ 

だが、 私 は、 一 つの 大きな こと を 見落して いたので 

ある。 この 不可思議な 現象 を 解く 鍵が、 まだ 一 つ、 残つ 

ていた こと を— …… 真の 絶望ではなかった ので ある。 

その 鍵と は？ 

それ は 外で もない、 「時間」 という 鍵で あつたの だ。 

時間だった。 その 鍵 は！ 

時間の みが、 その 不可思議の 扉 を 開く 力 を 持って い 



た。 —— つまり、 時間の 動きが、 ともかくも、 私 を 絶 

望の 世界から 救って くれたの である。 

時間の 動きだ。 時間が、 どんどん 経って いった。 時 

間の 速さが、 どの位で あつたか、 それ は 知らない。 と 

にかく、 何時間 か 何十 時間 かが 経過した 後、 私 は 不意 

に、 一道の 光明の 中に 放り だされた ので ある。 —— そ 

れは、 音響と して 私の 耳 を 撃った。 百雷が 一時に 崩 

れ 落ちた かの ように、 その 音響 は、 私の 鼓膜 を 揺りう 

ごかした。 —— それ は、 単に 言葉に 過ぎなかった ので 

は ある けれど …… 。 

* どうかね、 黒 馬 博士。 もういい 加減、 閉口したろう 



ねえ. 

恐怖の 声！ 戦慄の 言葉！ 

私 は 悪寒と 共に、 ぶるぶる ッと、 慄ぇ あがった。 

(どうかね、 黒 馬 博士。 もういい 加減、 閉口したろう 

ねえ) 

こわね 

と は、 どこかで 聞き覚えの ある 声音で は ある！ 

(ああ、 そうだ！) 

私 は、 思い出した。 そして また、 大きな 戦慄が、 私 

の 全身に 匐い 上った。 

「おお、 X 大使 か、 貴様 は！」 

私 は、 暗闇に 向って、 声 を ふり 絞った。 



空間から 不意に 飛び出した 声 は、 たしかに、 あの 超 

人 X 大使の 声に 違いない と 思われた。 

「おい、 黒 馬 博士。 君 は、 ひどい 奴 だ」 

と、 その 声 は、 私 を 責めた。 たしかに X 大使の 声 だ！ 

「わし は 君と、 大いに 友好的に、 つきあおうと 思って 

いるのに、 君 はわし に 危害 を 加えよう とした。 磁力 砲 

というの かね、 あれ は ：•：. 。 クロ クロ 島の 入口に 備え 

つけて、 久 慈に 使わせた の は …… 」 

ラら こ +P 

X 大使の 声に は、 深い 恨みが 籠って いた。 —— 私 は、 

ようやく、 一 つの 光明 (？) を摑ん だのであった。 そ 

れは 実に 私が 今、 怪人 X 大使の 捕虜に なって いると い 



う 事態 を 悟り 得た ことであった。 

おそるべき X 大使の 魔力よ。 

怪 き 張る X 大使 —— 白人種 結社から 派遣され た 

スパイ？ 



「あれ は 正当防衛 だ。 あなたから、 恨まれる 筋 はない 

の だ」 

てきがいしん 

X 大使 だと 知って、 私 は 猛然と、 敵愾心 を 盛り 起し 



た。 

「なんだ。 その 正当防衛 という 意味 は？」 

X 大使の 声が、 問い かえした。 

「そうで はない か、 X 大使、 断り もな く、 わが クロ ク 

口 島の 内部まで 侵入して 来る ような 相手に 対して は、 

吾々 は、 いかなる 手段 を 用いても、 防衛す るの だ。 当 

り 前の ことで はない か」 

「な あんだ、 そんな 意味 か。 ばかばかしい」 

と、 X 大使 は、 吐き出す ようにい つて、 

「君の 方で は、 あれで、 厳重な 戸締り をした つもりな 

うぬぼれ 

ん だろう ねえ。 人間なん て、 自惚 ばかりつ よくて 哀れ 



な もの だ」 

「人間？ お 互いに 人間で ある ことに、 変り はない。 

X 大使よ、 君 は 人間の 悪口 をい うが、 それ は 天に 唾 を 

する ような もので はない か。 つまり 自分の 悪口 をい つ 

ている わけ だからね え」 

私 は、 むかむかして、 こつび どく 大使 を やっつけた 

つもりだった。 

しかし、 X 大使 は、 無遠慮に からからと 笑い、 

「あは はは、 可哀 いそうな 者よ。 なんとで も、 好きな 

ように 自惚れて いるが いい。 そのうちに 君た ちの 大東 

亜 共栄圏 は、 白人た ちの 土足の 下に 踏みに じられ る だ 



ろう」 

「や あ、 そういう 君 は、 白人種 結社から 派遣され たス 

パイだろう」 

「韋 J う」 

と、 X 大使 は、 言下に つよく 否定した が、 しばらく 

その後 を 黙って いて、 やがて なんだか わざとら しい 調 

子の 言葉に なって、 

「 …… まあ、 なんとで も 想像す るが いい。 しかしと に 

かく、 わし は 君に 警告して おく。 もう、 あのよう なく 

じ リょ くほう 

だらん 磁力 砲な ど を 仕掛ける の はよ せ」 

「余計な 御 忠告 だ。 そういう 君 は、 磁力 砲の 偉力に、 



すっかり 参った というわけだ ろうが …… 」 

私 は、 大使が、 悲鳴 を あげてい るの だと 確信した。 

すると X 大使 はまた、 ふふんと 鼻で 嗤ぃ 出して、 

「おい、 黒 馬 博士。 君 は 学者の くせに、 いつまで、 

迷夢から 覚めない のか。 君 は、 この 暗黒 世界の こと を、 

何 だと 考えて いるの か」 

X 大使の 言葉 は、 私の 腕に、 針 を 突 込んだ ように 痛 

かった。 私 は、 かなり 強がり をい つて いるものの、 踏 

みしめ るべき 大地の ない この 暗黒 世界に、 ひとり 封 じ 

こめられ ている 気味の わるさに、 これ 以上 咏ぇ かねて 

いたと ころで ある。 



しかし 私 は、 こんなと ころで、 敵に 弱味 を 見せて は 

と 思い、 

「あは はは。 X 大使よ、 それよりも、 磁力 砲の 偉力 を 

思い出し たがいい ぞ。 君の 身体 は、 磁力 砲の ために 大 

怪我 をした ではない か。 だから 君 は、 今 私の 前に 姿 を 

見せる ことができない のだろう。 そして、 声ば かりで 

おど 

私を嚇 している。 そんな 嚇 しに、 誰が のる もの か」 

と、 いって やった。 

「おかしな こと をい う」 

X 大使 はちよ つ と 腹 を 立てた ような 声に な つ て、 

「わしが、 磁力 砲の ため、 大 怪我 をした と 思って いる 



のか。 それが ため、 わしが 姿 を 見せない と 思って いる 

ひと がてん 

のか。 ふふん、 とんでもない 独り合点 だ。 わし は、 ちゃ 

ん としてい るの だ。 今、 姿 を 見せて やろう」 

そういつ たかと 思う と、 とつぜん、 空気 を 破って、 

奇妙な 高 い 調子の 震動 音が 聞え てきた。 そのうちに、 

も 1 つろ ラ 

暗黒の 中に、 朦朧と、 白く 光った 人の 形が あらわれて 

来た。 

(おや ッ、 出た な。 まるで、 大 魔術 を 見て いるよう だ) 

めいりょうど 

人の 形 は、 どんどん 明瞭度 を 加えて いった。 そして、 

ものの 三十 秒 も 経たない うちに、 その 人影 は、 嘗て 私 

が 見た ことの ある 彼の 奇怪なる 服装 をした X 大使の 姿 



となり 果てた のであった。 高圧 潜水服に 全身 を 包んだ 

ような、 大使の 不思議なる 姿！ 

「どう だ、 わしの 姿が 見える だろう」 

「舞台の 上の 大 魔術と いうと ころ だ。 入場料 をと つて 

いるなら、 拍手 を 送りたい ところ だが、 そんな 手で、 

私 は ごま 化されない ぞ。 これ は、 君の 本当の 体で はな 

くて、 幻影に すぎない の だ」 

「幻影？ 可哀 いそうな 人間よ。 これで も、 幻影 か」 

X 大使 は、 とつぜん 私の 方に 近づき、 私が 身 を かわ 

そうとす るの を 先 まわりして、 やっと、 かけごえ をし 

て、 私の 腕 を摑ん だ。 



「うむ、 痛い！ 骨が、 折れる …… 」 

まん リき きか い 

X 大使の 握力 は、 まるで 万力 機械の ように、 強 かつ 

た。 幻影で はない X 大使であった。 私 は 歯 を 喰いし 

ばって、 疼痛 こたえ，， こ。 

「はは は、 それ 見た ことか」 

びんしょう 

X 大使 は、 憫笑 すると、 やっと 手 を 放した。 

「だが、 黒 馬 博士。 わしの 真意 は、 君 を 殺す ことで は 

ない。 いや、 それよりも、 正直な ところ、 わし は 君と 

友好的に 協力し 合いたい の だ。 どう だ、 承知し ないか」 

突然、 X 大使の 言葉 は、 妥協 的に なった。 

だが、 私 は 油断し なかった。 



と、 X 大使 は、 改まった 調子で、 

「今後、 君た ち 大東亜共栄圏の 民族 は、 更に 大きな 危 

険に 曝される ことになるだろう。 そのと き、 救援が 欲 

しかったら、 わしに 求める がいい。 わし は、 ちょっと 

した 交換条件 を もって、 君た ち を 全面的に 援助す る だ 

ろう。 どうか、 それ を 忘れないで …… 」 

そうい つ たかと 思う と、 X 大使の 姿 は、 俄かに、 ァ— 

ク 灯の ごとく 輝き だした。 いや、 大使の 姿 だけで はな 

まぷ 

い。 私の 身の まわりの 暗黒 世界が、 一 時に 眩しく 輝き 

だした。 私 は あっと 叫んで その 場に ひれ 伏した。 そし 

て 知覚 を 失って しまったの である。 



「はい。 まだ、 見当 りません」 

いつの 間に か、 スィッチが 切リ かえられて、 操縦 そ 

の 他 は、 オルガ 姫が 担当して いる ことが 分った。 

夢を見て いたのであろう か。 本当に、 あれ は 夢 だつ 

こゝ o 

た 力 

みぎて 

そのと き 私 は、 右 掌 を、 しっかり 握って いるのに 気 

がつ いた。 

「なんだろう？」 

私 は 掌 を 開いた。 中から 出て きたの は、 一枚の 折り 

畳んだ 紙片であった。 

私 は、 その 紙片 を 開いて みた。 



「おお、 これ は …… 」 

がくぜん 

私 は、 愕然とした。 

「友好的に 協力 を 相談した し。 X 大使」 

簡単 だが、 ちゃんと 文章が 認めて あった。 いつ、 誰 

が、 私の 掌の 中に、 この 紙片 を 握らせた のであろう か。 

しかし こんな ものが あれば、 さっきからの X 大使との 

押し問答 は、 夢 だと は 思われなかった。 

私 は、 改めて、 惑わざる を 得なかった。 

「オルガ 姫、 われわれが クロ クロ 島の あった 場所に 戻 

りついて から、 只今までの 間に、 なに か 異変 はな かつ 

たか」 



私 はそう いう 質問 を 発して、 姫の 返事 やい かにと、 

胸 を とどろかせた。 

「自記 計器の グラフ を 見ます と、 三分 間ば かり、 はげ 

じょ. つらん 

しい 擾乱 状態に あった ことが、 記録され ています」 

「なに 擾乱 状態が …… 」 

私 は、 手 を 伸ばして、 自記 計器の 一 つで ある 自記 湿 

度 計の 中から、 グラフの 巻紙 を 引 張り出した。 なる ほ 

ど、 つい 今し がた、 三分 間に 直って、 湿度 曲線が はげ 

しく 振 震して いた。 

湿度が、 こんなに 上下に はげしく 震動す るなん て、 

常識 上、 そんな ことが 起る はずはなかった。 これ は、 



異変と 名 づける ほかに、 説明の しょうがない。 たしか 

に、 今し がた 三分 間の 異変が あつたと いう ことが、 グ 

ラフに よ つ て 確認され たわけで ある。 

「ふ— ん、 やっぱり X 大使 は、 本当に ここへ やって来 

たんだな」 

ら 、- まう 

X 大使の 来訪 は、 今や 疑う 余地がなかった。 私に は、 

その 会見の 時間が、 三分 間 どころ か、 もっとも つと 永 

いものに 感ぜられた のであった。 私の 感じで は、 すく 

なくと も 三十 分 はかかった ように 思う。 

大使の 来訪 は 確認され たが、 その他の 奇異な 現象に 

つ いて は、 今のところ、 私 は それ を 解く 力 は 持た なか つ 



た。 —— 暗黒の 世界の 位置、 足の裏の 下に、 大地 も 床 

もなかった 不思議。 X 大使の 姿が、 闇の 中から 朦朧と 

現われ、 そして やがて 話が 終る と、 一 団の 火光と 変じ 

て 消え去つ たことの 謎！ それらの こと を 説明す るに 

は、 私 は、 あまりに も 無力であった。 

しかし 私 は、 これらの 怪奇 きわまる 謎 を、 近き 将来 

において、 きっと 解いて みせる であろう。 

いや、 後日、 私 はついに その 謎 を、 科学的に、 リっ 

ばに 解く ことが 出来た のであった。 それと ともに、 X 

大使の 正体 も 何も、 急に はっきり 分って しまった。 そ 

こに おいて、 われわれ は 人智の 想像 を 絶す る 新世界 を 



これ は、 いわば、 私たちが 非常の 場合 を 予想して こ 

しらえ て 置いた 秘密の 根拠地であった。 そして、 その 

名称のと おり、 海面から はう かがう ことの 許されない 

深海の 底に 設けられた 根拠地で あつたので ある。 

その 位置 は、 南アメリカ 大陸 を 西へ 越した 南太平洋 

にある、 有名な 仏領 タヒチ 島に 近いと ころであった。 

. ^哇 島から いえば、 丁度 真南に 当り、 緯度で 四十 度ば 

かリ 南方に あたる。 

私たち は、 その 三角 暗礁へ 急行した。 



でも、 私 は、 ついに 主幹 スィッチ を 入れた。 パイ ロッ 

ト ラ ンプが 青から 赤に 変り、 そして 真空管に 火が 点 い 

た。 

私 は、 元帥から さずか つ た 貴重な 暗号帳 を 開きな が 

ら、 電鍵を 叩いた のであった。 

ところが、 元帥の いる 戦 軍 総司令部 は、 なかなか 出 

て 来なかった。 

(暗号が、 違って いるの かな？) 

私 は、 暗号帳 を ひつく リ かえして、 しらべた。 しか 

し、 私の 打って いる 暗号に は、 間違いがない ことが 分つ 

た。 私 は、 不安 を 覚えた。 



作った 空電であった。 つまり、 総司令部の 波長 帯を妨 

害して、 通信 を させまい と 努めてい る 者が あるので あ 

る。 

しょうぜん 

私 は 竦 然とした。 

総司令部の 波長 帯が 知られて しまい、 そこに 妨害 電 

波が 集中して いると すると、 これ は 只事で はない。 

(ひょっとしたら、 わが 総司令部の 上に、 最悪の 事態 

が 襲来した ので はなかろう か？) 私 は、 非常な 焦燥 を 

感じた。 

鬼 塚 元帥が 予感した とおりの、 最悪の 事態が 早く も 

来て しまったに 違いない。 



(これ は 困った。 どうした ものだろう) と、 私 は 痛む 

こめかみ を 抑えて、 最善の 処置に ついて、 考え こんだ。 

そのと きであった。 受信機に ついている 高声 器から、 

とつぜん、 電話が 鳴り響いた。 

r II 本鑑ノ 左舷 前方 十五 度 二、 黒キ 大ナル 漂流物 ァ 

リ、 一 見 島 ノ如キ モノ 漂流 シッッ ァリ。 全 艦隊 ハ直チ 

二 針路 ヲ 北北東 微北 ニ転ゼ ョ！」 それ は、 流暢なる 英 

語であった。 漂流す る 一 見 島の 如き もの —— おお、 そ 

れ こそ クロ クロ 島に ちがいない。 

その クロ クロ 島 は、 確かに 米 連の 主力艦隊と おぼし 

き 艦隊の 間近 を 漂流して いるので ある。 しかも 米 連の 



オルガ 姫 は 小 走りに、 すつ 飛ぶ ようにして、 廊下 を 

龃 けだして いった。 

私 は 出発に のぞみ、 三角 暗礁 記と 記された 大きな 帳 

面 を ひろげ、 大急ぎで、 いま 三角 暗礁 を はなれる に 至 つ 

た 事情と、 その 時刻と を 書き こむ こと を 忘れなかった _ 

これ は、 後から くる 者への 引継ぎ 上、 どんなに 急いで 

も、 書き残して おく 義務が あつたの である。 

ペン を 机のう えに なげだす と、 私 は オルガ 姫の あと 

を 追って、 廊下 を 走った。 それから 三分の のち、 私た 

ち は 又 あの 狭 くるしい 魚雷 型 潜水 艇の 中に、 横たわつ 

ていた。 



おそらく 十 秒と たたない うちに、 クロ クロ 島 は、 灰色 

の 煙幕で もって、 すっかり 隠されて しまう はずで あつ 

た。 

わが 潜水 艇は、 反転して、 石の ごとく、 海底め がけ 

ておちて いく。 

私 は 耳 をす ましていた。 来 連 艦隊の 砲撃が、 ばった 

りと 杜絶え たの を 確認した。 

(うまくいった らしい。 とうとう、 クロ クロ 島 は、 煙 

幕の 中に、 見え なくなった のにち がいない) 

私 は ほっと 一 安心して、 なお も 海上の 様子 をう か 

がって いた。 そのころ、 艇は 水平に もどって、 同じ 水 



ところに 並んだ 来 連 艦隊の 偉容であった。 クロ クロ 島 

を 中心に して、 ぐるつ と 取り巻い ている 様子で ある。 

なんと いう ものものしい 光景であろう か。 

感嘆の 心 は、 まもなく、 はげしい 憤りに 変った。 

だ だん。 どうん、 どうん。 

とつぜん、 また 砲撃が 始まった。 猛烈な 砲撃で ある _ 

今度 は 主砲 を 撃ち だした ものと 思われる。 クロ クロ 島 

付近に 集る 夥しい 砲弾の 雨！ 海上 も 海底 も、 ひつく 

りかえ るよう な 騒ぎで ある。 

「どうした のかな。 せっかく 煙幕 を 張って、 クロ クロ 

島 を 保護して やった ものな のに …… 」 



ま、 横 すべりに 沈没して いくのが 見えた。 

「ああつ、 タンク を やられた な。 海水が、 やっつけら 

れた タンクの 中に、 どんどん 浸入して いるら しい」 

沈没 速 S は、 見る見る うちに はげしく なり、 そして 

クロ クロ 島 は、 ついに、 海底に 突き こんだ。 乾 泥が、 

ゆる や 

高速度 映画の ように、 海水の 中に、 緩 かな 土煙 をた て 

る。 千切れた 海草が、 ふらふらと 舞い 上って いくのが、 

爆風で 跳ね あげられた 人間の ように 見える。 

クロ クロ 島の 中に いる 害の 久慈 たち は、 一体なに を 

している のであろう か。 その 前、 クロ クロ 島 は、 巡航 

中の 来 連 艦隊の 鼻の 先 を、 悠々 と 漂流して いたと いう。 



それ は、 正気の 沙汰で はない。 久慈 たち は、 なぜ その 

前に、 救助 信号 を 出さなかった のであろう か。 そう 考 

えてく ると、 久慈 たち は、 既に クロ クロ 島の 中で、 死 

んで しまって いるので は あるまい か。 なぜ、 そんな 重 

大な 事態 を惹き 起した ので あろ うか —— と、 私 は 頭脳 

の 中 を、 いろいろな 考えが、 走馬灯の ようにぐ るぐ る 

と K け まわる。 

ああ 遂に、 超 潜水艦 は、 沈没し 去った の だ。 南半球 

において 重大 使命 を果す はずの クロ クロ 島が、 その 機 

能 を 失って しまったの だ。 作戦 は、 一大く いちがい を 

起した。 祖国 日本に とって は、 事態 はまた 更に 一 歩、 



と、 オルガ 姫が こたえた。 

「深度が、 自然に 殖えて いきます。 本艇 は、 沈下し つ 

つあります」 

「えつ、 沈下？ そいつ は、 いけない。 どうにか しろ、 

おい オルガ 姫 …… 」 

とまで、 云った こと を 覚えて いるが、 その あと は 知 

覚を 失つ てし まった。 

最悪の 事態 来る X 大使よ 力 を かして くれ 



(鎖 だって …… ) 

なにが、 オルガ 姫に 鎖の 話 を させて いるので あろう 

か。 本 艦の 胴中に、 鎖が 巻きつ いて、 どうした という 

のか。 まるで 見当が つかない ことが 起った。 

またた 

私 は 視力の 弱った 眼 を、 しきりに 瞬きして 赤外線 

望遠鏡 をの ぞいた。 そしてよ うやく、 本艇の 付近で 今、 

何事が 起りつつ あるか を 諒解， - した。 いや、 たいへん 

である。 いつの 間に か、 わが 艇の 胴の まわりに は 五、 

六本の 太い 鎖が、 巻きつ いている のであった。 その 鎖 

を、 だんだんと 上に 迪 つてい くと、 四、 五十 メ— トル 

さ えぎ 

上に、 巨大な 船底が、 天井の ようになって、 視界 を 遮 つ 



しまう であろう。 これで は 全く 話に ならぬ。 なんとか 

つ くろ 

して、 この 急場 を 取り繕 つて、 逃げ出さねば ならない。 

(どうしょう。 どう すれば、 彼等の 手から、 逃げ出せ 

るであろう か) 

今、 わが 艇を、 鎖で 吊り上げ ている 巨船 は、 たしか 

に 来 連の 軍艦 だと 思われた。 その 艦 名 をた しかめた 

かった が、 生憎と わが 艇は、 敵 艦の 真下に いるので、 

敵 艦の 形 を 見る ことが 出来なかった し、 舷側に 記して 

ある 艦 名 を 読む こと も 出来なかった。 いよいよ 海面に 

吊り上げられて みなければ、 この 無 I 至極な 敵 艦が 何 

艦で あるか、 解らない のであった。 だが、 先刻からの 



事情 を 綜合して、 これが 米 連の 主力艦の うちの 一隻で 

ある ことに は 間違いがない と 思った。 

「深度 四十 一 一、 四十 一、 四十、 三十 九」 

オルガ 姫 は、 たいへんな 事実 を、 機械的に 喋って い 

る。 私の 心 は、 ますます 不安の 底に 落ちて いった。 

(なんとかして、 この 危機から 脱出したい！) 

とうてい のが 

が、 私 はもう 敵手から、 到底 脱れ 切れない わが 運命 

を 悟った。 

(おめお めと、 敵 艦に 収容され るの か！) 

いや、 断じて、 そんな こと はい や だ。 では どうす る 

自決す るか、 それとも 。 



そのと きで ある。 一 つ、 思いだ した ことがあった。 

それ は、 かの X 大使の ことであった。 

X 大使！ 

かの 不思議な 大使 は、 常に 私 を 圧倒して いたが、 

(救援が 欲しかったら、 わしに 求める がいい。 わし は、 

ちょっとした 交換条件 を もって、 君た ち を 全面的に 援 

助す るだろう。 それ を 忘れないで …… ) 

と、 謎の 言葉 を 残して 去った の だ。 私 は 今、 ゆく り 

もな く、 X 大使の この 言葉 を 思い出し たので ある。 

(X 大使の 救援 を 求めよう か。 求める の はいいが、 X 

大使の いった、 ちょっとした 交換条件と は、 一体 どん 



な ことであろう か) 

私 は、 交換条件の ことが、 たいへん 気になつ たけれ 

ど、 ここで 敵 艦に 捉えられ るより はずつ とましで ある 

と 思った し、 死ぬ の も 残念な ので、 遂に、 前後の 考え 

なしに、 X 大使の 救援 を 求める 気になった。 

さて、 救援 を 求める の はいいが、 一体 どう すれば い 

いのであろう か。 どう すれば、 X 大使 を 呼び出す こと 

が 出来る のであろう か。 

「お— い、 X 大使。 私に 力 を 貸して 呉れた まえ」 

私 は、 試みに、 そう 呼ば わって みた。 



X 大使の 魔力 —— 三角 暗礁に もど つて こられた 



「黒 馬 博士。 君 は、 とうとう、 わし を 呼んだ ね」 

X 大使の 声 だ！ 

ささや 

全く 不意に、 私の 耳の すぐそばに 口をつけて 囁く 

ように、 X 大使の 声が 聞え たのであった。 

私 は 驚いて、 顔 を 横に 向けた。 だが、 そこ は 艇の冷 

い 鋼鉄の 壁が あるば かりで、 X 大使の 姿はなかった。 

「さあ、 早く、 君の 希望 をい うがいい」 



声 だけの X 大使 は、 再び 私に 話しかけた。 私 は、 手 

さわ 

を 伸ばして、 大使の 声の する 空間 を 触って みたくて た 

まらなかった けれど、 なんだか おそろしくて、 どうし 

て も 手 は 伸びなかった。 

「 …… 深度、 二十 九、 二十 八、 二十 七」 

オルガ 姫 は、 あいかわらず、 淡々 たる 声で 深度 を 数 

えてい る。 わが 艇は、 刻一刻、 ぎりぎりと 音の する 鎖 

によ つ て 海面へ 吊り あげられて いくの だ。 

「X 大使。 私 は、 敵の 捕虜に なりた くないの だ。 それ 

から 又、 わが 艇の 内部 を 敵に 見せる こと を 好まない の 

だ」 



「それで …… 」 

「それで、 私と わが 艇と を、 敵の 手から 放して 貰いた 

い」 

「よろしい。 そんな こと はわけ なし だ。 君 は、 望遠鏡 

で 鎖 を 見て いたまえ」 

X 大使が そういつ たので、 私 は 急いで、 望遠鏡に 目 

を あてた。 

「いいかね。 鎖 は 今、 ばらばらに 切れて しまう だろう」 

大使の 声が 終る か 終らない うちに、 不思議な ことが 

起った。 二 本の 鎖が、 ぷ つんと 切れた。 その 鎖 は、 わ 

へ さき 

が艇の 舳に懸 つていた ものであった から、 鎖の 切れ 



「エンジン を かけろ。 深度 五十で 喰いと めろ」 

私 は、 つづいて 命令 を 発した。 

「エンジン、 駄目です。 故障 を 起して いて、 もうか か 

りません」 

オルガ 姫が 叫ぶ。 

「ええつ、 エンジンが 駄目 か。 それ は 弱った。 じゃあ、 

わが 艇は、 これから どんどん 沈んで、 海底に もぐりこ 

むだけ だね。 どうかなら ないか、 X 大使」 

「エンジン をな おすの は、 わしに は 出来ない。 すこし 

複雑す ぎる からね」 

せっかく 

「でも、 折角 助けて もらった のに、 このまま では、 海 



底で 寒さと 飢えの ため、 死ぬ ばかり だ。 どうかして、 

手 を 貸して 呉れた まえ」 

「わしに 出来る こと は、 君の 艇を、 三角 暗礁の 埠頭に 

つける こと だ」 

「そうして 貰えば、 こんな 幸いな こと はない。 あと は 

向う の 工作機械 をつ かつ てな おすから …… 」 

といった が、 私 は、 X 大使が 三角 暗礁 を 知っている 

のに、 ひそかに 舌 を 捲いた。 

「そんな ことなら、 訳なし だ。 ほら、 その 出入口の 扉 

を 開いて 見た まえ」 

「えつ、 问だ つ て I 



「何 だっても、 ない よ。 もう、 ちゃんと、 三角 暗礁の 

埠頭に 横 づけに なって いるよ。 噓 だと 思ったら、 外 を 

見る がいい」 

「それ は噓 だ。 たった今、 敵 艦の 鎖 を ふり 切った ばか 

りなのに …… 」 

のぞ 

と、 私 はいった が、 念のためと 思い、 外を視 いて 見 

て、 おどろいた。 正しく 艇は、 三角 暗礁の 洞穴に 入つ 

ている。 そして、 ちゃんと 例の 埠頭へ 横 づけに なって 

いるので あった。 

「これ は、 不思議 だ」 

まるで、 夢の ような 話であった。 X 大使の 不思議な 



力 は、 幾何学 を 超越して いる。 

「オルガ 姫、 出入口の 扉 を あけろ」 

「はい」 

扉 は、 あいた。 扉の 向う に は、 太い 鋼管で 出来た 通 

路が 見える。 なるほど、 たしかに 三角 暗礁へ 戻って き 

たので ある。 私 は、 X 大使の 不思議な 力に 対する 検討 

は あとの ことにし、 オルガ 姫 を 促して、 通路 を 伝わつ 

て 内部へ 入った。 

私 は、 なによりも、 執務室へ 飛び こんで、 机の 上に 

あった 「三角 暗礁 日記」 の 頁 を 繰った。 

「ほう、 これ は 愕 いた」 



頁の 上に は、 たしかに 私が 書き残して 置いた 日記 文 

があった。 間違いな く、 私 は 三角 暗礁へ 戻って きたの 

だ。 だが、 私の 日記 文の あとに、 もう 一行、 私の 筆跡 

でない 記事が 書きつ けられて あった。 

"〇 月 〇 日、 黒 馬 博士 艇は、 X 大使の 救助 をう けて、 

破損せ る艇 もろとも、 この 三角 暗礁へ 帰還せ り〃 

私 は、 う ー むと、 唸った。 



旗艦 ュ ー ダ 号 —— ピ ー ス 提督 を 訪問せ よ 



後で 思い出しても、 そのと き 私 は、 さもしい 気 を 起 

した もの だと、 冷汗が 流れる の だが、 日記のう えの、 

X 大使の 記事 を 見る と、 私 はつい むらむらと 不快な 気 

分に なった。 そこで 私 は、 ペン を 取り上げて、 日記の 

頁に 向った。 

「おい、 黒 馬 博士。 待ちた まえ」 

「うむ」 

X 大使の 声 だ。 大使 は、 まだ 私の 身辺に いたので あ 

る。 

「折角 わしの 書いて おいた 記事 を、 君 は 消す つもりで 



は あるまい ね」 

私 は 無言で、 ペン を 捨てた。 私 は 赤面した。 

「黒 馬 博士。 わし は、 二度、 君の 希望に 従い、 協力し 

た。 もう 一 つ、 わし は 君に 力 を 貸しても いいと 思って 

いる。 で、 どう だね、 これから、 来 艦隊の 旗艦に、 司 

令 長官 ピ— ス 提督 を 訪問して みて はどう かね」 

X 大使 は、 とんでもな いこと をい いだした。 

「もとより、 それ は 希望す ると ころで あるが、 これ か 

ら、 どうして 敵の 旗艦に 近づけば いい か。 私が 甲板 を 

踏む 前に 狙撃で もされれば、 おしまいだ」 

と、 私が いえば、 X 大使の 声 は、 



ゝ I 

力」 

「うむ」 私 は、 しばらく 黙考した。 

とにかく 私 は 今、 昔日の 黒 馬 博士と は 似 もっかない 

ほど、 自信 を 失って いる。 X 大使の、 この 超人 間な 偉 

力に 圧倒され ている うえに、 クロ クロ 島 は 沈没し 去り、 

魚雷 型 潜水艦 はめず らしく 故障と なり、 それから 鬼 塚 

元帥との 連絡が、 ぱ つたり 杜絶え てし まった ので ある。 

なにもかも、 滅茶滅茶 である。 しかも、 クロ クロ 島 を 

沈没 させ、 私 を 捕虜に しょうと した 憎むべき 無礼なる 

米 連 艦隊 は、 なお 付近 を游弋 してお り、 もし 自分の 推 

測に まちが いないならば 北上して 日本 本土 を衝 こうと 



している の だ。 過去に おいて、 これほど 私が 自信 を 

失った 経験 はない ので ある。 そこで 私 は あえて X 大使 

のす すめに 従おうと 決意した のであった。 

(X 大使の 魔術に のる なんて、 危ぃ ではない か！) 

と、 後世、 或いはい う 人が あろう。 しかし 私 は、 X 

大使の この 超 人間的な 力 を、 単に 魔術 だと は、 解して 

いないの であった。 それ は、 或る 非常にす ぐれた 科学 

だと 思って いる。 科学と いうよりも、 技術と いった 方 

、、ゝ ヽヽゝ リノ I *1 ^ヽ， s o 

力 レレ 力 もしれ る レカ 

X 大使 は、 恐らく、 世界 最高の 学者で はない かと 思 

う。 真にす ぐれた 学者が、 自分の 究めた 科学 力 を ひつ 



さげて、 自分の 意志の ままに、 世の中 を 闊歩し はじめ 

たら、 これ は 手が つけられないだろう。 

X 大使 は、 正に それ だ。 

汎来 連邦の 国力よりも、 欧弗 同盟の 兵力よりも、 X 

大使の 意志 こそ、 この 際、 最も 恐るべき ものである I 

I と、 私 は 信じた ことであった。 

行こう、 X 大使と ともに。 そして、 しばらく X 大使 

の 魔術で はない 魔術 を 静観しょう。 

「では、 X 大使。 私 を、 来 連 艦隊の 旗艦へ つれていつ 

て 呉れた まえ」 

さ 

「よろしい。 向う へいったら、 君が 訊きたい と 思う こ 



と を 訊いて よろしい。 しかし、 わしの 代りに、 一 つ 二 

つ 訊いても らいたい ことが 出来る かもしれ ない。 その 

とき は、 ぬかりな く、 やってくれ たまえ。 むろん 相手 

に は、 悟られぬ ようにな」 

X 大使 は、 妙な 注文 をつ けた。 私 は 承知した。 

「さあ、 それで は …… 」 

と、 X 大使が いった かと 思う と、 私 は、 急に 目まい 

がした …… 。 と、 また X 大使の 声 だ。 

「おい、 しっかり しろ。 旗艦 ュ ー ダ 号の 司令長官 室 だ。 

今、 ピ— ス 提督が、 ひとりで、 この 部屋へ 戻って くる。 

しっかり やれ！」 



分った。 

(ひどい こと を しゃがる。 有色 人種の 犠牲に おいて、 

白人た ちが い いこと をしょう と いうの だろう) 

私 は、 そう 思わないで はいられなかった。 これ は 私 

だけの ひがみで ない と 思う。 

そんな こと を 考えて いると き、 入口が がちゃりと 

鳴って 扉が あいた。 銃剣 を もった 衛兵が、 扉 を ひらい 

たの だ。 

(おお、 司令長官 ピ— ス 提督 だな) 

私 は 提督 をお どかす つもりで、 あえて 提督の 椅子 か 

ら 立とうと もせず、 その 廻転 椅子 をぎ いぎい いわせて 



な こえ も 出さなかった。 

だが、 そのと き、 私 は、 

(おや、 へんだ な。 提督 は、 へんな こと をい つた ぞ) 

と、 不審に ぶっかった。 . —提督 は、 廻転 椅子が 廻つ 

ている といった が、 廻転 椅子 は 見えて、 私 は 見えない 

のであろう か、 そんな ことがあろうと 思われない。 

(ひょっとすると、 提督 は、 わざと 私が 見えない よう 

な 風 を 装って いるので はなかろう か。 つま リ、 提督 は、 

私に 弱味 を 見せない ために …… ) 

私の 方 は、 いざと なったら X 大使が 助けに 出て くれ 

ると 思う から、 気がつよ い。 —— そこで 私 は、 椅子 か 



いて 頑張って いるの が、 私に はよ く 分った。 

私 はいつ の 間に か、 透明人間 になって いたわけ であ 

る。 X 大使 はよ く これと同じ こと を やって、 私 を愕か 

せた ものである。 今 それ を 私が やって いる わけ だ。 ふ 

しぎ だ。 ふしぎ はふし ぎで あるが、 なんという 愉快な 

ことであろう。 こっち は 絶対 優勢、 向う は 白旗 を かか 

げる ほか はない。 

そのと き 提督 は、 自分の 席に ついた。 彼の 顔 はなん 

となく、 生気 をと リ戻 したよう だ。 

「さあ、 余 は 腰 を かけた。 君 も その 椅子に、 腰をおろ 

した まえ、 四次元の 人！」 



四次元 跳躍 術 II 大東亜共栄圏から 



四次元の 人！ 

ピ— ス 提督 は 私に 対して、 そうよ ば わった。 

(ああ、 四次元の 人！) 

へ きれき 

私 は そのことば を、 青天の霹靂の ごとく 感じた。 

(そうか、 四次元の 人だった か。 うつかり 私 は、 その 

こと を 忘れて いたの だ。 そうだつ たか。 これ は 魔術で 



はなかった の だ。 私 は 今、 四次元の 世界に とびこんで 

いたわけ か) 

四次元の 世界に とびこむ と は、 知っている 人 は 知つ 

ている。 知らない 人に は、 これ を 説明して 聞かせる こ 

とが ちょっと、 むつ かしい。 しかし、 なるべく わかり 

やすく、 かんたんにいえばこう である。 …… 

われわれ 人間 は、 三次元の 世界に すんで いる。 三次 

元と は、 すべての 物が、 三つの 元からで きている こと 

で、 すべて 物に は 横が ぁリ 縦が あり、 高さが ある。 

ところが、 もし 今、 横と 縦と だけが あって、 高さの 

ない 世界が あると 考えよう。 横と 縦との 二次元の 世界 



ん だが、 提督 は 私 を、 四次元の 生物 だと 思った からで 

あろう。 

私 は、 そうで はない。 

だが、 謎の X 大使 こそ、 まさしく 四次元の 生物で あ 

ると 思われる。 

とにかく、 私が 気がつかなかった のにず ばりと 看破 

した ピ ー ス 提督の 科学の 眼力の ほど を、 畏敬し ないで 

はいられない。 —— といって、 ここで 私が 引下が る 手 

は あるまい。 私 は 強いて 自分の 心 を 激励しながら、 

ピ ー ス 提督に 対した。 

「提督、 貴 艦隊 はなん の 目的 を もって、 北上せ られつ 



つ あるか」 

私 は、 質問の 第 一 矢 を 放った。 司令官 は、 眼 をぎ よ つ 

と う) ，一 かして、 

「それ は、 日本 民族 を、 大東亜共栄圏から、 叩き だす 

ことに あるの だ」 

「なに、 日本 民族 を 叩き出す といわれ るか。 日本 民族 

を、 元の 日本 内地へ 押し こめる ことで はない のか」 

「ちがう。 日本 民族 を 叩き だすの だ」 

「では、 叩き だして、 どこへ 送る のか」 

て きぎ し えき かぼく 

「適宜に 使役す るつ もり だ。 家僕と して、 日本人 はな 

かな かよくつ とめる」 



「無礼な こと をい うな」 

と、 私 は 思わず 提督の 机上の 書類 函を とって、 机の 

上に 叩きつ けた。 電報 紙 は、 ばらばらと 宙に 飛んだ。 

「四次元の 人、 乱暴 はよ せ。 君 は、 紳士と 話して いる 

の だ」 

「何が 紳士 か」 

と 私 は、 また 呶 鳴りつ けたの だった。 

「貴 官は、 日本 民族 を、 家僕と して 使役す るつ もリだ 

といって いるの だ。 日本 民族が、 アメリカ人の 家僕な 

どに な つ てた まる か」 

「おや、 君 はへんな ことに 腹 を 立てる ではない か。 I 



I いや、 日本人が 使役され る こと を 好まなければ、 余 

は 彼等 を 海の 中に なげこむ ばかり だ」 

「云った な」 

私 は 憤然として、 提督の 頰桁を なぐりとばした。 私 

は、 もはや これ 以上、 日本 民族への 侮辱に たえられな 

かった ので ある。 



苦悶す る 米 提督 —— 欧弗 同盟軍に 砲門 は 開けな 



「おお、 では 君 は、 日本人だった のか。 なぜ 初めから、 

そのと おり 姿 を 見せて くれなかった のか」 

きょうがく 

提督 は、 非常な 驚愕 を 示して、 椅子から 立ち上った。 

うめ 

そして、 呻く ように、 

「おお、 日本人、 たしかに 日本人 だ。 …… 」 

と 云って、 手で 自分の 眼を蔽 う。 

私 は 悟った。 私の 姿が、 提督の 前に 現われた の だ。 

それ は 全て、 X 大使の 余計な おせっかいであった。 こ 

のへんで、 私の 姿 を、 ピ ー ス 提督に 見せて やろうと 考 

えて、 いきなり 実行した のであろう。 私に は 何の 相談 



もなかつ たの だ。 私 は 結局、 傀儡で ある。 X 大使の 手 

によって、 勝手にう ごかされ ている 人形で しかない。 

私 は 口惜しかった。 だが、 どうす る こと もで きない。 

なに 分に も、 相手 は 四次元の 生物 X 大使 だから …… 。 

私 は 観念して、 ピ— ス 提督の 前に 立ち、 彼が どうす 

ぎょうし 

るか を 凝視した。 

しゅうしょうろうばい 

ところが、 提督 は 思いの外、 周章狼狽して いるの 

だった。 彼 は、 後ろの 壁に、 ぴったりと 体 をつ け、 恐 

怖の 眼な ざし を もって、 私 を 見据えた。 

「おお 黒 馬 博士。 余 は、 博士に 謝罪 をす る ものである」 

提督 は、 私の 顔 を 見て、 黒 馬 博士 だと 悟った の だ I 



I そんなに 愕 かれる 程の 私で もない が …… 。 

「おお 黒 馬 博士。 余 は 博士が、 四次元の 世界に 跳躍せ 

られる 力が あると は、 想像して いなかった。 先程から 

の 非礼 を ことごとく 詫びる。 そして …… 」 

提督 は、 ひとりで 喋った。 

「そして、 余 は、 黒 馬 博士と 識るを 得た こと を 悦ぶ者 

である。 そこで 博士よ。 余 は 突然ながら、 折 入って 博 

土に 相談したい ことがある。 その 内容 を、 はっきりと 

いうならば、 博士よ、 余に その 四次元 世界への 跳躍 術 

を コー チ してく ださるまい か。 そのために、 余 はァメ 

リカに 有する 七 千万 ドルの 財産 を、 すべて 博士に 贈る 



こと を、 ここに 誓う 者で ある。 どうです。 さあ、 イエ 

スと 返事 をして ください」 

提督 は、 勘ち がい をして いる。 X 大使に ねだるべき 

こと を、 私に 訴えて いるの だ。 

もちろん 私 は、 提督の 願い を 一 蹴した。 すると 提督 

は、 私の 真意 を 勘ち がいして、 更に 歎願す るので あつ 

た。 

ささや 

そのと き、 私の 耳許に、 囁いた 声が あった。 

「黒 馬 博士。 ピ— ス 提督に、 こう 云って みたまえ。 "で 

は 提督 は 今 直ちに 立って、 欧弗 同盟国 軍に 対して、 砲 

門 を 開く だけの 決心が あるか， と …… 」 



それ は、 X 大使の こえだった。 

私 は、 ちょっと 無念だった けれど、 前からの 約束で 

もあった から、 大使の ことば を、 提督に つたえた。 

すると 提督 は、 失心 せんば かりに 愕 いて、 

「いや、 そんな こと は 出来ない。 それ は、 絶対に 不可 

能 だ」 

X 大使の こえが、 また 私の 耳に ささやいた。 私は大 

使の 代弁者と なって、 大使の ささやく とお リを 云う。 

が 君が、 欧弗 同盟軍に 対して 砲門 を 開く こと は、 絶対 

不可能 だとい うなら、 こっち も 四次元 跳躍 術をコ ー チ 

する こと は 真平 だ， 



「ま、 待って ください。 余に、 しばらく 考える 時間 を 

あたえよ」 

* ぐずぐずして いられない ぞ。 副 長が、 こっちへ 来る 

様子 だ， 

「あつ、 副 長が …… 。 ここから は 見えない 害の 艦 内 ま 

で、 博士 は 見る 力 を 持って いるの か。 うむ、 愕 いた。 

…… が、 今し ばらく …… 」 

気の毒に ピ ー ス 提督 は、 すっかり 元気 をな くして し 

まった。 彼 はどうして いいかわ からない という 風に、 

み も だ 

身悶えし ていたが、 やがて、 やっと 決心が ついた とい 

う 顔に な つ て、 



「では、 こうしましょう。 欧弗 同盟軍へ 砲 を 向ける こ 

と は 出来ない が、 欧弗 同盟軍に 対し、 戦闘 を 中止す る 

ように 勧告し ましょう。 それで、 日本 も 大東亜共栄圏 

も 安泰です。 このへん を 妥協点と して、 我慢して いた 

だきたい」 

すると、 X 大使 は、 急に 狼狽した ような こえに なつ 

て、 

がそれ は 賛成で きない。 平和に なって しまう ので は、 

仕様がない。 あくまで、 欧弗 同盟軍と 闘って もらわな 

いと 困る。 闘わない というの なら、 こっちに も 覚悟が 

ある〃 



「それ は 無理と いう もの だ。 余に は、 欧弗 同盟軍 を 砲 

撃せ よと 命令す る 権限がない。 ワイ ベルト 大統領に 

い つていた だきたい」 

のんき 

* おいおい、 呑気な こと をい つて は 困る。 貴 官の話 を 

聞いて いると、 まるで、 ワシントンの 海軍省の 応接室 

で、 貴 官の話 を 承って いるよう じ やない か。 現在の 事 

態 は、 そんな もので はない ぞ。 おい ピ— ス 提督、 貴官 

及び 貴 艦隊 は、 いま 私の 掌中に にぎられ ている こと を 

知らない のか， 

「それ は 分って いる。 しかし 余に は、 そんな こと はで 

きない」 



と、 ピ— ス 提督 は、 あくまで 欧弗 同盟軍に 砲火 を 向 

ける こと を 好まない と、 云い はった。 

宙吊り 戦艦 —— 有りえな い 奇蹟 



私 は、 X 大使の 代弁者 をつ とめながら、 妙な 感 にう 

たれて いた。 

X 大使 は、 平和 はいけ ない という。 来 連 艦隊 は欧弗 

同盟軍に 対して 戦闘 を 開始せ よと いうので ある。 なぜ 



平和 はいけ ない のであろう か。 

これ は、 私の 口 を もっていって いるので あるから、 

ピ— ス 提督に は、 この 言葉が、 あたかも 日本 は、 米 連 

と欧弗 同盟軍と を 衝突 させ、 自分 は 両虎 相 闘って 疲 

れ るの を 待って いるよう に とれる のであった。 その 結 

果は、 明白 だ。 日本 は 闘わず して、 世界 を 支配す る こ 

とになる の だ。 そんな こと を、 ピ ー ス 提督が 承知す る 

害がない。 

(X 大使 は、 日本 を 後援す るつ もりら しい) 

私 は、 一先ず、 そういう 結論に 落着いた。 なぜか は 

しらないが、 たびたび 私に 力 を 貸したり、 今 また 日本 



のために、 来 連と 欧弗 同盟との 間に 戦争 を 誘致しょう 

と、 つとめて いるので あった。 

X 大使 は、 しばらく 黙って いたが、 やがて 重々 しく 

口 を 開いた。 

* それ を、 貴官の 最後 的 回答と 認めて、 よろしい かね， 

私 は、 そのと ぉリ 代弁した。 

「博士のお 気に入らん らしい が、 余に は、 このような 

権限 はない。 重ねて、 そうお 答えす る ほかない」 

がよ ろしい。 そうはつき リ 云えば、 こっちで も、 やり 

ようが ある。 では、 貴官 は、 その 力— テン を 揚げて、 

海 を 見られる がいいであろう。 提督の ために、 私 は、 



ちょっとした 魔術 を ごらんに 入れる。 早く 見られよ。 

さもないと、 肝腎の いい 場面 を 逸する であろう" 

これ を 聞いた 提督 は、 ぎくんと したよう であった。 

彼 は 強いて 平 心 を 装い、 力— テン を 揚げて 窓から 外 を 

見た。 

* 見える だろう。 この 旗艦 ュ ー ダ 号に つづく 主力艦隊 

の 諸 艦が， 

X 大使の こえ は、 意地悪い 響 を もっている。 

* さあ、 見た まえ。 後続 艦 オレンジ 号が、 これから ど 

んな ことになる かガ 

私 は 大使の 代弁 をしながら も、 大使が 戦艦 オレンジ 



号に 対して 何 をす るの かと、 好奇心に かられた。 

ピ ー ス 提督 は、 今や 不安の 色 を かくす 余裕 もな く、 

窓外 を 注視して いる。 

"さあ 今 だ。 戦艦 オレンジ 号 を 見て いるが いい々 

X 大使 は、 あざける ようにい つた。 私 もまた、 その 

口調 を 真似て、 ピ ー ス 提督に ぶつつ けた。 

その 刹那であった。 

有り得べ からざる 奇蹟 提督に と つ て は、 全く 有 

り 得べ からざる 奇蹟が 海上に お いて 起った ので ある。 

見よ、 戦艦 オレンジ 号 は、 とつぜん 艦首 を 水面から 

持ち上げた。 赤い ペンキで 塗った 膨れ あがった バル ジ 



が、 海面から 現われた。 そして、 なお も 艦首 は 高く 引 

き 上げられ ていく。 甲板で は、 大騒ぎが 始まった。 

もう 四十 五 度 ほど 傾いた 甲板 を、 水兵 達 は滑リ おち 

まいとして、 懸命に 舷索ゃ 煙突に ぶら 下って いる。 恐 

怖と 狼狽の あまり、 海中へ とびこむ 水兵 もい る。 その 

うちに、 艦尾で きらり と 光った ものが ある。 それ は 推 

進 機であった。 推進機 は、 空中で 空 まわり をして いる。 

戦艦 オレンジ 号 は 遂に 宙に 吊り上げられて しま つたの 

だ。 それが X 大使の 怪力に よる こと は、 私に よく 分つ 

ていた。 

提督 は、 驚きの あまり、 両眼 を 大きく 見開き、 そし 



て 大きな 息 を はいて、 窓に しがみつ いていた。 

「わかった。 もう、 わかった。 停められい、 黒 馬 博 

士！」 

しかし X 大使 は、 なお も 意地悪く いった。 

* これからが、 見物なん だ。 まだ 愕 くの は 早い。 よく 

見て いるが いい， 

戦艦 オレンジ 号 は、 見えない 糸に よって 宙吊りに 

なって るよう であった が、 このと き、 とつぜん 戦艦 ォ 

レンジ 号の 艦 体が、 真中のと ころから、 切断され てし 

まった。 つまり 前部 煙突のと ころから 後が、 切断され 

て、 無くなった のであった。 尤も、 その 切断され た 半 



分が、 海上へ 墜落して いくと ころ は 見えなかった が… 

「あつ、 もう、 よして くれ。 もう、 わかった。 お、 黒 

馬 博士。 これ 以上、 艦隊のう えに、 怪力 を ふるう の は 

許して くれ」 

"今 さら 狼狽す るの は 見苦しい ぞ。 なぜ 初めから、 わ 

が 申し入れに 応じない のか" 

そういつ ている うちに、 戦艦 オレンジ 号の 艦隊の 半 

分 も 見え なくなった。 戦艦 一隻が、 一、 二分の 間に 見 

えなくな つてし まった ので ある。 …… 

室内で は、 警報 ベルが しきりに 鳴って いる。 そして 



入口の 扉 は、 破れん ばかりに、 うち 叩かれて いる。 怪 

かぜん だいきょうこう な 

事 は、 果然、 米 連 主力艦隊 を 大 恐慌 の 中に 抛げ こんで 

しまった。 

恫喝 代行 < 間 でなければ 彼 は 何者 ぞ？ 

"ピ— ス 提督、 改めて 聞こう。 欧弗 同盟軍に 対し 砲門 

を 開く かどう か" 

X 大使の、 膝づ めの 談判だった。 



「うむ。 黒 馬 博士が、 もうこれ 以上、 わが 艦隊に 害 を 

加えない と 約束され るなら、 余 は、 欧弗 同盟軍 を 攻撃 

する であろう」 

* 約束と は、 何 だ。 約束と は、 対等の 位置の 者に 対し 

ていうべき だ。 今、 われ は 勝利者 だ。 貴官 は、 降服 者 

だ。 それ を 忘れて どうす るの かガ 

「うむ —— 」 

* 貴官が 「わが 艦隊 を これ 以上 傷つけ ないように」 と 

希望す るなら ば、 それ も 遂げられる であろう。 但し、 

それが ために は、 貴官 は、 今 言明した こと を、 早速 実 

行のう えに 示さなくて はならぬ" 



フ 又*又 つ 」 

ズス 欧弗 同盟の 空軍の 一 部 は、 アフリカ 東岸の 基地 

を 出発して、 極東へ 向って いるが、 あと 十数 分のう ち 

さ げんぜ，^ ぽ- つ 

に、 貴 艦隊の 左舷 前方から 現われる であろう。 よって 

貴 艦隊 は、 これに 対し、 直ちに 高角砲 を もって 砲撃せ 

よ。 よろしい か。 そうする こと を 約束す るなら、 私 は 

一 時、 退席しょう， 

「やむ を 得ん。 たしかに、 余 は その 約束 を まもるで あ 

ろう」 

"約束 を まもらな いとき は、 貴 艦隊 は どんな ことにな 

ぎせ い 

るか 犠牲 戦艦 オレンジ 号の 例によって、 よく 考えて お 



く， R レレみ 

「ああ、 黒 馬 博士。 オレンジ 号 を、 かえして もらいた 

い」 

"いや、 それ は 聴かれない。 全 艦隊が 没収され なかつ 

たこと を、 せめても の 拾い もの だと 思う がよ ろしい， 

さ さ や 

X 大使 は、 そこで、 私の 耳に 攝 いていう に は、 

"さあ、 もうこの へんで、 君 は 引 込む のがい いだろう _ 

では 元の 場所へ かえして あげよう" 

そういつ たかと 思う と、 私 は 又、 きつい 目まい に 襲 

われた。 そして 数秒 後、 その 目まい が 去った とき、 私 

は 再び 元の 三角 暗礁 内の 一 室に 戻って いたが、 目の 



前に は 例の 怪しい 姿 をした X 大使が、 厳然と 立って い 

るで はない か。 

私 は、 はっと 夢から 覚めた ように 感じた。 

「黒 馬 博士。 どうも、 ご苦労だった。 君 は、 なかなか 

よろこ 

うまく やってくれ たので、 わし は悦ん でい る」 

「いや あ、 ご 挨拶、 いたみ 入る」 

と、 私 は、 くすぐったい 返事 をした。 

実 をい うと、 私 は あまりい い 気持ではなかった。 虎 

の 威 を かる 狐と いう 悪口が あるが、 それと 同じ 事 を 

やって きたの だ。 まことに やむ を 得ない ことで は あつ 

たけれ ど。 



「X 大使、 これから、 どうなる のかね」 

「どうなる つて、 君の 心配して いるの は、 来 連 主力艦 

隊 のこと であろう。 うむ、 いよいよ 米 連 側 は、 高角砲 

を もって 火蓋 を 切り だした よ。 おお、 三千 機の 超 重爆 

機から 成る 欧弗 同盟の アフリカ 第 四 空軍 は、 今、 異常 

なる 混乱に 陥った。 おお、 空中衝突 だ。 不意う ち を 

くって、 空軍の 損害 は なかなか 大きい ぞ。 いや、 陣形 

がか わって きた。 いよいよ 敵意が はっきり したよう だ。 

これ はます ます やる ぞ」 

ちょく リ つ 

X 大使 は、 じっと 直立 した まま、 うわごと のように 

観戦 光景 を 喋った。 



「すると、 不測の 戦闘が 起った という わけです ね」 

「そうじゃ。 これが、 開戦の きっかけ じ や。 たとえ 間 

違いから 起っても、 これ だけの 戦闘が 開始され ると、 

ついに 全面的 大戦 争に 追い こまれる 害なん だ。 …… い 

や、 米 連 主力艦隊が 苦戦 だ。 あっけなく やっつけられ 

て は、 こっちの 計算に 反する。 どり や、 ちょっと、 向 

うへいつ て 来る」 

「また、 向う へいく のかね、 X 大使」 

「そうだ。 わし は、 これから 出掛ける。 じゃあ 失敬。 

そのうちに、 また 会おう よ」 

「うむ。 まあ、 気をつけて いきたまえ」 



「なに、 気をつけて いけって。 あは はは。 人間 じゃあ 

るまい し、 心配す る ことなん か、 何も あり はしない よ。 

あば まま」 

X 大使 は、 奇怪なる 放言 をの こして、 かき 消す よう 

に その 姿 は 見え なくなった。 

が 人間 じ やない！， 

かねて 私 は、 X 大使の 身の上に、 疑い を もっていた。 

彼 は 人間で はなさ そうだと 思って いたが、 今 彼 は、 わ 

ざと そういった のか、 それとも 不用意に いつ たかはし 

らな いが、 ともかく、 

"人間 じゃある まいし …… " と 放言して、 姿を消した。 



人間で なければ、 彼 は 何者 ぞ？ 

四次元 世界の 生物？ 

えとく 

或いは、 四次元 世界へ 跳躍す る こと を 会得した 超人 

であるか もしれ ない。 

しかし、 今のところ、 彼 はわれ われ 日本の 側に 立つ 

て 力 を 貸して いるが、 それが、 私に とって 最も 合点の 

いかない ところであった。 



東京湾 い ず Y J —— 空前 の大 激戦 



世界情勢 は、 三 転した。 

まつ。. H つ 

米 連 対欧 弗の 戦争 勃発が 伝えられ、 それが 再転して、 

両国の 握手と なり、 極東に 対して 共同 作戦 をと ると 見 

えたが、 今 また 三 転して、 再び 来 連と 欧 弗と は、 険悪 

なる 関係に 投げ こまれ、 すでに 両軍の 間に は、 激戦が 

展開され ている ようであった。 

この間に 立って、 私 は、 何 をしたら いいのであろう 

ゝ o 

力 

こつぜん 

私 は、 しばし 静思 をした が、 そのと き 忽然と して、 

脳 底に うかび 上った の は、 袓国 日本の 安否であった。 



さきに、 祖国との 通信 は、 とつぜん 杜絶して しまつ 

たのであった。 あれほど、 自分と 堅い 約束 をした 鬼 塚 

元帥 さえ 私の 電波に 応じて、 答えようと はし なくなつ 

た。 しかも 祖国から 発せられる 各種の 電波 信号 は、 

ことごと 

悉 く 何者かに よって、 妨害され ていた。 だから、 言 

葉 を かえて いえば、 祖国 日本 は、 いま 行方不明 である 

ともい える。 私 は、 この 際、 なに はおいても、 祖国の 

安否 を 知る ため、 急行で 引返す のがい いと 思った。 

(うむ、 祖国へ 帰ろう。 ついでに、 元帥に 会って、 親 

しく X 大使の 事件 を 報告して おく 必要が ある。 もしも 

祖国へ 予告 もな しに X 大使が あらわれる ような ことが 



あつたと して、 誰か 取扱い 方 を あやまる ような ことで 

も あれば、 一大事 だ。 折角の 味方が、 敵に なって は 困 

る。 しかも 敵と いっても、 大敵なん だから …… ) 

私 は 決意した。 

「オルガ 姫、 快速 潜水 艇の 修理 は、 出来 あがって いる 

のか」 

私 は 久しぶりに、 オルガ 姫の 名 を 呼んだ。 

「はい。 修理 はすみ ました。 いつでも、 出動で きます」 

「そうか。 では、 すぐ 出かけよう。 日本へ 急行す るの 

だ」 

「はい」 



は 見当 リ ません のよ」 

「それ は、 おかしい な。 じゃあ、 日本 内地と いう もの 

が、 全然 浪の 上に 出て いないと いう ことになる じ やな 

ヽ i I 

レカ」 

私 は、 そんな ことがあって たまる もの か、 と 思った _ 

すると 姫の 答え は、 

「いえ、 そうな のです。 曰 本のあった ところ は、 すつ 

かり 何も なくなって います。 有る の はた だ洋々 たる 大 

海 だけなん です わ」 

「え、 本当 かい」 

きも 

私 は、 胆を つぶした。 日本 内地の 陸地が 完全に なく 



謎 を、 どうにかして、 ここで 解いて しまう つもりで あつ 

た。 

さあ、 一体、 祖国 日本 は、 どうしたと いうので あろ 

、つ。 

私の 観察した ところに よると、 感じから いうと、 日 

かせき 

本の 陸地が、 化石に なって (陸地が 化石になる という 

の はお かしい 云い 方 だが)、 そして 海底に しずんで し 

まった とで も 云い 現わした いところ だ。 

その 一方に おいて、 富士山が なくなり、 その代りで 

き い 

も あるよう に、 紀伊 水道が 浅くな つてし まって、 べト 

ンの 壁が 突立って いるので あった。 一体、 どういう わ 



読み あげる かと、 それ を 待った。 

ざじょう 

「では、 読みます。 —— 鬼 塚 元帥 は、 黒 馬 博士 坐乗の 

ぎょらい がた 

魚雷 型 快速 潜水 艇を 認めて、 博士の 健在 を 大いに 慶祝 

する ものである」 

「おお、 そうか。 想像して いたと おり、 やっぱり、 鬼 

塚 元帥からの 通信だった か。 それで、 どうした。 先 を 

読め」 

はな は レカ .< 

r —— わが 敬愛す る 黒 馬 博士に 対し、 甚だ 遺憾なる 

ことなれ ども、 余 は 博士 を、 当分の 間、 わが 日本より 

閉め出す の 己むな き 事態に 至れる こと を、 謹みて 通 

告 する 次第で ある」 



「 II 四次元 振動の 反撥 装置 は、 かねて 未来 戦 科学 研 

究所 において、 研究ず みのもの にして、 これ は 凡そ 百 

年の のちに 役立つ 見込みの ものな りしが、 最近 急に 実 

施の 必要 を 生ずる に 至りた る ものにして、 その 理由 は、 

実に、 わが 地球が、 地球 外の 強力なる 敵より、 襲撃せ 

ちょうこう 

ら るる 徴候 見えし による」 

「地球 外の 敵？ はてな、 では その 敵と いうの は、 あ 

の X 大使の ことで は あるまい か。 オルガ 姫、 早く、 そ 

の 先 を 読め」 

ちょうじん 

「 —— 地球 外の 敵と は、 実に、 かの 金星に 住む 超人 の 

ことなり。 金星 超人 は、 わが 地球人 類よりも、 はるか 



に 高度の 文化 を 有す。 その 証拠の 一 を あぐれば、 かれ 

金星 超人 は、 四次元 振動 を 発生す るの 技術 を 心得お り 

て、 その 怪 振動 を 利用し、 自己の 姿 を 透明に し、 いか 

なる 鉄壁な りと いえ ども、 自由に 侵入し 来る こと 之な 

り。 ああ、 金星 超人 こそ、 正に 現代の 恐怖の 生物、 宇 

宙の 喰 人種 という も 過言に あらざる なり」 

「ああ、 四次元 振動 か。 なるほど、 四次元 振動で、 海 

が 見え なくなった リ、 鉄扉 を 透して 侵入したり、 ふし 

ぎな こと をして、 私を愕 かした のか。 すると、 X 大使 

というの は、 金星 超人だった というわけだな。 ほう、 

おそろしい こと だ！」 



迷 m を 施し、 その 迷彩 下にお いて、 極秘の 要塞 化 をな 

したる ものにして、 今や わが 日本 は、 空中より 見る も 

その 所在 を 明らかにせず、 また 水中より うかがう も、 

その 地形 を 察知す る こと 能わず、 もし 強いて 四次元 振 

せんこう かえ 

動 を もって、 ベ トンに 穿孔 せんと すれば、 侵入者 は 反つ 

て 激烈なる 反撥 をう け、 遂に は 侵入者の 身体 は 自爆 粉 

砕すべし。 かくして、 今や 日本 は、 金星 超人の 襲来 を 

恐れず、 日本 要塞 は 完成した るな り」 

「ふうん、 そうだつ たか。 日本 全体が、 一 つの 要塞と 

なった わけ だな。 オルガ 姫、 それから どうした？」 

「 —— さりながら、 黒 馬 博士に 対して、 余、 鬼 塚 元帥 



は、 そぞろ 同情 を 禁じ 得ざる ものな り。 以上 述べた る 

ところに より 明らかなる 如く、 日本 要塞 は、 外部より 

たてまえ 

何者と いえ ども、 絶対に 侵入す る を 許さざる 建前に よ 

り、 戒厳 <p 中 は、 たとえ 黒 馬 博士な りと も、 ベ トン を 

越えて 日本 要塞 内に 入る こと を 許されず。 すなわち、 

黒 馬 博士 は、 戒厳令 中、 日本 要塞より 締め出され たる 

状態に あり、 乞う 諒解せ よ」 

「なんだ、 私 は、 祖国 日本から、 締め出し をく つたの 

か。 こいつ は、 けしからん」 

オルガ 姫 は、 先 を 読みつ づける。 

r —— され ど 黒 馬 博士よ。 貴下の 勲功 は 偉大な り、 貴 



さ ゆ-つ こく 

下 は、 救国 の 勇士な り」 

「えつ、 私が 救国の 勇士 だとい うか」 

「 —— 貴下 は、 或いは クロ クロ 島 を 操縦し、 或いは ま 

あんしょう か 

た 三角 暗礁 に 赴き、 或いは 魚雷 型 潜水 艇を 駆って 東 

西の 大洋 を 疾駆し、 その あいだ、 巧みに 金星 超人 X 大 

けんせい 

使 を 牽制し、 X 大使の 注意 を 建設 進行 中 わが 日本 要塞 

の 方に 向けし めざり し 殊勲 は、 けだし 測り 知る ベから 

ざる 程大 なり。 もし 貴下が X 大使 を 牽制せ ざれば、 X 

大使 は、 必ず わが 本土に 近づき たるべし。 わが 本土に 

近づけば、 未完成の ベ トン を 浸透して、 国内に 侵入し、 

わが 要塞 建設 を 察知すべく、 よって 直ちに 金星へ 通信 



し、 金星 大軍 は、 時 を 移さず、 わが 本土 内に 攻め入り、 

ひいては 地球の 大敗 北 を 誘致す るに 到りた る ものと 想 

像し 得らる るな リ。 黒 馬 博士の 殊勲に 対し、 余 鬼 塚 元 

帥 は、 深甚なる 謝意と 敬意と を捧 ぐる ものな り」 

「ああ、 そうだつ たか。 あの X 大使と いうの は、 金星 

超人だった か。 なるほど、 それでこそ、 四次元 振動 を 

ちんにゅう 

起して、 風の 如く 鉄扉 を 越えて 闖入 してきたり、 それ 

から、 私に 四次元 振動 を かけて、 ュ— ダ 号へ 連れていつ 

たリ、 魔術の ように ふしぎな こと を、 やって みせた の 

だな」 

四次元 振動 は、 一 種の 魔術 だ。 来 連 艦隊の 主力艦 ォ 



レンジ 号が、 いきなり 宙吊りに なったり、 それから、 

艦 体の 半分が 見え なくなったり したの も、 四次元 振動 

おどろ 

を 使って、 人間 を、 あっと 愕 かすの が 目的だった の だ。 

りょうか い 

それ を 諒解す るに は、 こんな こと を 考えて みるが 

、ヽ o 

レ レ 

平面の 世界 —— いわゆる 二次元 世界に 住んで いる 生 

物が あつたと する。 つまり、 一枚の 紙の 上が、 彼等の 

世界であった とする。 今、 彼等より 一次元 上の 生物、 

たとえば 人間の 如き 三次元 生物が、 傍へ やって きて、 

その 一枚の 紙 を 手に とり、 それ を、 いきなり 二つに 折 

リ 畳んだ としょう。 すると、 紙の 両端 だと 思って いた 



鬼 塚 元帥 は、 私 を 日本 要塞より 締め出して おきなが 

らも、 しきりに 私の 殊勲 を ほめて くれる。 しかし どう 

考えても、 締め出し は、 恐れ入る の 外ない。 

それと 同時に、 私 は、 これまで 知らない ことと はい 

いながら、 よくも まあ かの 恐るべき 金星 超人 X 大使と 

対等に 張り合つ ていた ものである。 もし 事前に、 X 大 

使の 正体 を 知っていた としたら、 私 は ああまで、 彼に 

対し、 強硬なる 態度 を 維持して いる ことができ なかつ 

たであろう。 盲人 蛇に 怖じず という 諺 が あるが、 私 

の X 大使に 対する 場合 も、 それに 近い ものであった。 

さて、 私 は、 これから どうすべき であろう か。 日本 



み を 伝授し 置きた るが、 実は、 かの 磁石 砲 は、 或る 特 

別の 使用法に よって、 更に 愕 くべき 偉力 を 発揮す る も 

おもむ 

のな リ。 博士よ、 クロ クロ 島に 赴きて、 磁石 砲の 操縦 

器 を 改めて 調べられよ。 中央に 見 ゆる 三 基の スィッチ 

を、 三 基と も、 停止の 位置より 逆に 百八十度 廻転 せら 

れょ。 かくする ことにより、 磁石 砲 は、 四次元 振動 

まん まつ ま. う 、"リ よく 

反撥 砲に 変ぜら るべ し。 よって、 その 偉力 を 試みられ 

よ。 今日まで、 かかる 特殊の 使用法 ある を 伝授せ ざり 

し は、 わが 日本 要塞が 未完成 状態に ありし を 以て、 そ 

きみつろ うえい おそれ 

れを 伝授す る こと は、 機密 漏洩の 虞 あり、 金星 超人に 

乗ぜら るる 心配 ありし を もって、 その 伝授 を 只今まで、 



大団円 —— X 大使の 敗北 



クロ クロ 島の 沈没 個所 は、 大体 分って いたので、 私 

たち は、 大して まごつき もせず、 沈没 島の そばへ 近づ 

くこと が 出来た。 

私 は、 艇に のった まま、 クロ クロ 島の 周り を、 いく 

そんしょ うかしよ 

ども、 ぐるぐ ると 廻って、 損傷 個所 を しらべた。 

がんしょう 

クロ クロ 島 は、 大きな 岩礁 に、 その 底の 一 端 を もた 

せかけ、 島 全体が、 斜めにな つて、 沈没して いた。 

いろいろ 観察した が、 結局、 米 連 艦隊の ために、 浮 



んだ。 

見よ。 島内に は、 久慈 たちの 姿 はなく、 その代りに、 

げんぜん 

X 大使が、 厳然と 立って、 こっち を 見て いるで はない 

ゝ o 

力 

「おお、 黒 馬 博士、 待って いた ぞ」 

うわ 

X 大使の 声 は、 いつもと はちがつて、 やや 上ず つて 

いる。 私 は、 もう 観念した。 そして 階段 を 下りき ると、 

X 大使の 前へ、 つかつかと 歩みよ つた。 

「X 大使。 まだ 私に、 用が あるの かね」 

「おお、 用事と いうの は、 外で もない、 わし は、 これ 

から 自分の 国へ 帰ろうと 思う の だ。 君に は 世話になつ 



「もう、 帰る のか」 

X 大使に、 下から 出られる と、 私 もまた、 彼に 対し、 

せきべ つ 

ふしぎに 惜別の 念を禁 じ 得な くな つた。 

「うん、 今 は 帰る が、 いずれ そのうち、 実力 を もって、 

また 君た ちと まみえ る 折が あろう。 そのと き、 また 火 

花 を 散らそう ぞ」 

そういつ たかと 思う と、 X 大使の 姿 は、 ふっと 空間 

から 消え去った。 あとに は、 硬い 床 だけが 残った。 

(久 慈た ち は、 何処へ いった) 

私 は、 さわぎ 立つ 胸 をお さえて、 島内 を、 探し まわ つ 

た。 



りと して、 常人と 同じに なった。 とたんに 久慈 たち は、 

きょうかく 

非常な 驚愕 の 色 を あらわし、 折り重な つ て、 私の 前に 

仗れ た。 

私 は、 久慈 たちが、 どこに いってい たかを、 悟る と 

ころがあった。 彼等 もまた、 X 大使の ために、 四次元 

世界に 放り こまれて いたのに ちがいない。 そして 大使 

はこの クロ クロ 島 を 去る と共に、 久慈 たち を もとの 場 

所に かえして よこした のに 相違ない。 

おちつき しさい 

私 は、 久慈 たちが、 落着 を 取 戻して、 仔細 を 物語つ 

て くれる の を 待つ ことにした。 

今 クロ クロ 島 は、 森閑と しずまりかえり、 只久 慈た 



といき 

ちの 吐息 だけが、 大きく 聞え ている。 このと き 私 は、 

わが 地球が、 近き 将来、 金星に 向って 喰う か 喰われる 

かの 大宇宙 戦争 を 開始す ベ く 運命 づ けられて いる こと 

を、 はっきり 胸に きざみつけられた 次第で ある。 

日本 要塞の 武装が、 やがて 更に 発展して 全世界に 拡 

がリ、 「地球 要塞」 となる 日 も、 決して 遠い 将来で はな 

いであろう。 いや、 金星の ブブ 博士 は、 今より 三十 年 

みき わ 

後に は、 地球が 一 大要 塞 化する こと を 見極めて 報告し 

ていたで はない か。 地球上の 戦争 は 果てても、 戦争 は 

更に 宇宙へ 向って 延長し、 戦争の 果てる 時 は 1 に 永遠 

に 来ないで あろう！ 
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